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8月5日　広島市平和記念公園「原爆の子の像」前

み
な
さ
ん
の
思
い
を

  

広
島
に
届
け
ま
し
た



　
広
島
市
平
和
記
念
式
典
前
日
の
８
月

５
日
、
広
島
入
り
し
た
の
は
、
東
、

北
、
大
須
賀
中
学
校
の
生
徒
６
人
を
は

じ
め
、
竹
嶋
市
議
会
議
長
、
浅
井
副
市

長
ら
計
13
人
。
５
月
27
日
に
米
国
の
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
が
核
兵
器
保
有

国
の
現
職
の
国
家
元
首
と
し
て
初
め
て

広
島
を
訪
れ
、
核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
歴
史
的
な
年

に
、
派
遣
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　　
広
島
は
初
め
て
と
い
う
生
徒
た
ち
は
一

路
、
平
和
記
念
公
園
へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
か
ら
原
爆
ド
ー
ム
や
爆
心
地
と

な
っ
た
島
病
院
（
現
・
島
外
科
内
科
）
、

元
安
川
、
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
な
ど
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

や
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
戦
争
体
験

記
や
当
時
の
映
像
、
資
料
を
直
接
目
に

し
ま
し
た
。
次
々
と
映
し
出
さ
れ
る
映

像
か
ら
目
が
離
せ
な
く
な
る
生
徒
た

ち
。
異
口
同
音
に
「
想
像
を
は
る
か
に

超
え
て
い
る
。
教
科
書
で
見
た
も
の
と

は
レ
ベ
ル
が
違
う
」
と
表
情
を
曇
ら

せ
、
戦
争
へ
の
憤
り
を
隠
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
日
の
最
高
気
温
は
35
度
。
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
生
徒
た
ち
は
汗

を
拭
く
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
集
中
し
、

そ
こ
に
あ
る
一
つ
一
つ
の
歴
史
と
意
味

を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
爆
の
恐

怖
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
被
爆
者
た
ち
の

思
い
を
肌
で
感
じ
取
り
、
そ
の
目
に
焼

き
付
け
ま
し
た
。

　
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
子
ど
も

た
ち
を
慰
霊
し
、
平
和
を
守
る
た
め
の

記
念
碑
「
原
爆
の
子
の
像
」
の
前
で

は
、
市
民
や
中
学
生
か
ら
託
さ
れ
た
折

り
鶴
約
３
千
羽
を
さ
さ
げ
、
被
爆
し
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
め
い
福
と
恒
久
平

和
を
祈
り
ま
し
た
。

　
被
爆
体
験
記
や
原
爆
詩
の
朗
読
で

は
、
被
爆
２
世
で
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
今
岡
祐
子
さ
ん
（
５
㌻
）
ら
３
人

が
、
原
爆
で
命
を
落
と
し
た
父
を
思
う

子
ど
も
の
気
持
ち
、
目
の
前
で
死
ん
で

い
く
弟
を
思
う
兄
の
苦
し
み
、
被
爆
し

た
家
族
の
死
に
目
に
会
え
な
い
悲
し
み

な
ど
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
最
前
列
に
陣
取
り
、
じ
っ
と
聞
き
入

り
ま
す
。
紹
介
さ
れ
た
原
爆
詩
を
書
い

た
の
は
当
時
の
小
学
生
と
あ
っ
て
、
表

現
は
ス
ト
レ
ー
ト
。
そ
の
思
い
を
代
弁

し
た
朗
読
は
、
生
徒
た
ち
へ
強
烈
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
71
回
目
の
原
爆
の
日
を

迎
え
、
式
典
に
は
約
５
万
人
が
参
列
し

ま
し
た
。
厳
粛
な
空
気
が
漂
う
な
か
、

生
徒
た
ち
を
前
に
、
広
島
市
長
や
被
爆

者
代
表
、
内
閣
総
理
大
臣
、
広
島
県
知

事
ら
が
あ
い
さ
つ
。
広
島
市
長
は
平
和

宣
言
で
、
５
月
に
訪
問
し
た
オ
バ
マ
大

統
領
の
言
葉
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

追
求
す
る
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
を
引
用
し
、
核
兵
器
廃
絶
や
各

国
の
被
爆
地
訪
問
を
訴
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
代
表
に
よ
る
平
和
へ
の
誓
い

で
は
、
「
私
た
ち
に
は
、
被
爆
者
か
ら

託
さ
れ
た
声
を
伝
え
る
責
任
が
あ
る
の

で
す
」
「
命
の
尊
さ
、
平
和
へ
の
願
い

を
語
り
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
宣
言
す

る
子
ど
も
の
ひ
と
言
ひ
と
言
に
、
中
学

生
ら
は
う
な
ず
き
な
が
ら
、
そ
の
言
葉

を
深
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　
投
下
時
刻
の
午
前
８
時
15
分
、
全
員

で
１
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
派
遣
事
業
は
、
毎
年
３

校
、
各
校
２
人
ず
つ
の
計
６
人
を
派
遣

し
、
今
年
を
含
む
３
年
間
で
市
内
全
９

校
か
ら
派
遣
し
ま
す
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

目
に
焼
き
付
け
た
光
景
、
胸
に
刻
ん
だ

思
い
を
、
家
族
や
友
人
、
次
の
世
代
へ

語
り
継
い
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
広
報
同
行
取
材
）

昭和20年8月15日の終戦から71年。戦争体験者が高齢化とともに減少していく中
で、平和の尊さや悲惨な戦争の記憶を次世代に語り継いでいくため、掛川市は
今年度から中学生を広島市平和記念式典へ派遣しました。
戦争を知らない子どもたちが、被爆地・広島の地でしか感じられない被爆者た
ちの記憶と記録を胸に刻み、平和への思いを新たにしました。

　式典の子ども代表「平和への誓
い」が印象に残った。71年前の戦争
を体験した人、被爆した人は減って
いる。その中で式典で誓いを読み上
げた子たちや、参列した自分たちに
は、過去の悲惨な出来事を今の世代、
また、次の世代に語り継いでいく義
務があると思っている。東中は学校
平和宣言をし、年に一度「平和集
会」を開く。今回学んだことを、そ
のような場で伝えていきたい。

受け継ぐ平和への思い特
　集

広島市平和記念式典に中学生を派遣

初
の
広
島
派
遣
は
米
国
大
統
領
が

歴
史
的
な
訪
問
を
し
た
年

「
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
」

物
語
で
は
な
い
現
実
を
直
視

戦
争
の
悲
惨
さ
、
原
爆
の
怖
さ
を

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
代
弁
し
た

東中学校3年
木村烈さん

東中学校3年
山本樹さん

北中学校3年
服部れみさん

れつたつきめ い

平和集会で伝えていきたい

　原爆の恐ろしさを自分の目で直接
見た。写真、遺品、建造物、ガイド
さんの話、映像で見たが、どれも悲
惨だった。いい話は一つもない。一
番驚いたのは、原爆が使われた理由
のひとつは実験がしたいからだとい
うこと。授業で学ぶよりも、多くの
ことを深く学んだ。今、広島の原爆
よりも威力のある爆弾があるという。
本当に恐ろしいこと。世界から核兵
器をなくすべきと確信した。

世界から核兵器をなくすべき

　自分の目で原爆ドームを見ること
で、原爆がもたらした出来事の生々
しさを感じ、人々の叫びを聞いたよ
うな気がした。また、今回のように
多くの話を聞くことができるのも貴
重な体験だと思った。原爆の被害を
知っている私たちは、核兵器を作っ
たり使ったりしてはいけない。この
悲劇を知らない世界の国々は兵器を
開発してしまうので、もっと原爆の
悲惨さを知ってほしいと思う。

人々の叫びを聞いた気がした

北中学校3年
原田芽依さん

　想像よりも広島の現実は残酷で悲
しかった。一瞬で廃虚となった街、
全身が焼けただれた人、ボロボロの
遺品。その全てが原爆の恐ろしさを
物語っていた。今回、平和を学ぶた
めに広島へ来た。みんなが笑ってい
られることが平和だと思っていたが、
現実はそんなに簡単じゃなく、核兵
器や戦争がなくなって初めて本当の
平和が訪れるのだと思う。私たちは
被爆者の思いを忘れてはいけない。

想像よりも現実は残酷だった
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うこと。授業で学ぶよりも、多くの
ことを深く学んだ。今、広島の原爆
よりも威力のある爆弾があるという。
本当に恐ろしいこと。世界から核兵
器をなくすべきと確信した。

世界から核兵器をなくすべき

　自分の目で原爆ドームを見ること
で、原爆がもたらした出来事の生々
しさを感じ、人々の叫びを聞いたよ
うな気がした。また、今回のように
多くの話を聞くことができるのも貴
重な体験だと思った。原爆の被害を
知っている私たちは、核兵器を作っ
たり使ったりしてはいけない。この
悲劇を知らない世界の国々は兵器を
開発してしまうので、もっと原爆の
悲惨さを知ってほしいと思う。

人々の叫びを聞いた気がした

北中学校3年
原田芽依さん

　想像よりも広島の現実は残酷で悲
しかった。一瞬で廃虚となった街、
全身が焼けただれた人、ボロボロの
遺品。その全てが原爆の恐ろしさを
物語っていた。今回、平和を学ぶた
めに広島へ来た。みんなが笑ってい
られることが平和だと思っていたが、
現実はそんなに簡単じゃなく、核兵
器や戦争がなくなって初めて本当の
平和が訪れるのだと思う。私たちは
被爆者の思いを忘れてはいけない。

想像よりも現実は残酷だった
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広
島
市
平
和
記
念
式
典
前
日
の
８
月

５
日
、
広
島
入
り
し
た
の
は
、
東
、

北
、
大
須
賀
中
学
校
の
生
徒
６
人
を
は

じ
め
、
竹
嶋
市
議
会
議
長
、
浅
井
副
市

長
ら
計
13
人
。
５
月
27
日
に
米
国
の
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
が
核
兵
器
保
有

国
の
現
職
の
国
家
元
首
と
し
て
初
め
て

広
島
を
訪
れ
、
核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
歴
史
的
な
年

に
、
派
遣
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　　
広
島
は
初
め
て
と
い
う
生
徒
た
ち
は
一

路
、
平
和
記
念
公
園
へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
か
ら
原
爆
ド
ー
ム
や
爆
心
地
と

な
っ
た
島
病
院
（
現
・
島
外
科
内
科
）
、

元
安
川
、
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
な
ど
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

や
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
戦
争
体
験

記
や
当
時
の
映
像
、
資
料
を
直
接
目
に

し
ま
し
た
。
次
々
と
映
し
出
さ
れ
る
映

像
か
ら
目
が
離
せ
な
く
な
る
生
徒
た

ち
。
異
口
同
音
に
「
想
像
を
は
る
か
に

超
え
て
い
る
。
教
科
書
で
見
た
も
の
と

は
レ
ベ
ル
が
違
う
」
と
表
情
を
曇
ら

せ
、
戦
争
へ
の
憤
り
を
隠
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
日
の
最
高
気
温
は
35
度
。
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
生
徒
た
ち
は
汗

を
拭
く
の
も
忘
れ
る
く
ら
い
集
中
し
、

そ
こ
に
あ
る
一
つ
一
つ
の
歴
史
と
意
味

を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
爆
の
恐

怖
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
被
爆
者
た
ち
の

思
い
を
肌
で
感
じ
取
り
、
そ
の
目
に
焼

き
付
け
ま
し
た
。

　
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
子
ど
も

た
ち
を
慰
霊
し
、
平
和
を
守
る
た
め
の

記
念
碑
「
原
爆
の
子
の
像
」
の
前
で

は
、
市
民
や
中
学
生
か
ら
託
さ
れ
た
折

り
鶴
約
３
千
羽
を
さ
さ
げ
、
被
爆
し
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
め
い
福
と
恒
久
平

和
を
祈
り
ま
し
た
。

　
被
爆
体
験
記
や
原
爆
詩
の
朗
読
で

は
、
被
爆
２
世
で
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
今
岡
祐
子
さ
ん
（
５
㌻
）
ら
３
人

が
、
原
爆
で
命
を
落
と
し
た
父
を
思
う

子
ど
も
の
気
持
ち
、
目
の
前
で
死
ん
で

い
く
弟
を
思
う
兄
の
苦
し
み
、
被
爆
し

た
家
族
の
死
に
目
に
会
え
な
い
悲
し
み

な
ど
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
最
前
列
に
陣
取
り
、
じ
っ
と
聞
き
入

り
ま
す
。
紹
介
さ
れ
た
原
爆
詩
を
書
い

た
の
は
当
時
の
小
学
生
と
あ
っ
て
、
表

現
は
ス
ト
レ
ー
ト
。
そ
の
思
い
を
代
弁

し
た
朗
読
は
、
生
徒
た
ち
へ
強
烈
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
71
回
目
の
原
爆
の
日
を

迎
え
、
式
典
に
は
約
５
万
人
が
参
列
し

ま
し
た
。
厳
粛
な
空
気
が
漂
う
な
か
、

生
徒
た
ち
を
前
に
、
広
島
市
長
や
被
爆

者
代
表
、
内
閣
総
理
大
臣
、
広
島
県
知

事
ら
が
あ
い
さ
つ
。
広
島
市
長
は
平
和

宣
言
で
、
５
月
に
訪
問
し
た
オ
バ
マ
大

統
領
の
言
葉
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

追
求
す
る
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
を
引
用
し
、
核
兵
器
廃
絶
や
各

国
の
被
爆
地
訪
問
を
訴
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
代
表
に
よ
る
平
和
へ
の
誓
い

で
は
、
「
私
た
ち
に
は
、
被
爆
者
か
ら

託
さ
れ
た
声
を
伝
え
る
責
任
が
あ
る
の

で
す
」
「
命
の
尊
さ
、
平
和
へ
の
願
い

を
語
り
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
宣
言
す

る
子
ど
も
の
ひ
と
言
ひ
と
言
に
、
中
学

生
ら
は
う
な
ず
き
な
が
ら
、
そ
の
言
葉

を
深
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　
投
下
時
刻
の
午
前
８
時
15
分
、
全
員

で
１
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
派
遣
事
業
は
、
毎
年
３

校
、
各
校
２
人
ず
つ
の
計
６
人
を
派
遣

し
、
今
年
を
含
む
３
年
間
で
市
内
全
９

校
か
ら
派
遣
し
ま
す
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

目
に
焼
き
付
け
た
光
景
、
胸
に
刻
ん
だ

思
い
を
、
家
族
や
友
人
、
次
の
世
代
へ

語
り
継
い
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
広
報
同
行
取
材
）

　
終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
掛
川
市
戦
没

者
追
悼
式
（
関
連
記
事
14
、
25
㌻
）、

平
和
祈
念
式
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や

遺
族
、
中
学
生
ら
約
６
０
０
人
が
参

列
。
英
霊
に
対
す
る
追
悼
の
ほ
か
、

平
和
の
尊
さ
と
悲
惨
な
戦
争
の
教
訓

を
共
有
し
ま
し
た
。

　
祈
念
式
で
は
、
浜
松
市
浜
北
区
遺

族
連
絡
会
の
語
り
部
が
「
戦
中
・
戦

後
の
暮
ら
し
」「
浜
松
大
空
襲
」
と

題
し
て
講
話
を
し
た
ほ
か
、
広
島
市

の
式
典
に
参
列
し
た
中
学
生
が
、
現

地
で
目
に
し
た
こ
と
、
肌
で
感
じ
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
か
ら
、
平
和
へ
の
思
い
や

核
兵
器
廃
絶
へ
の
強
い
決
意
な
ど
が

語
ら
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
平
成
27
年
度
「
平
和
を

考
え
る
自
由
研
究
」
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
綱
取
愛
華
さ
ん
（
当
時
大
須
賀

中
学
３
年
）
が
作
文
「
継
承
さ
れ
る

生
命
」
を
朗
読
。
99
歳
の
曽
祖
父
と

訪
れ
た
広
島
の
地
で
語
ら
れ
た
、
原

爆
が
落
ち
た
日
の
思
い
出
。
兵
隊
と

し
て
現
場
に
い
た
曽
祖
父
が
、
被
爆

者
の
命
を
救
え
ず
後
悔
を
に
じ
ま
せ

る
様
子
か
ら
、
命
の
大
切
さ
を
強
く

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　「
戦
争
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
大

切
。
一
つ
し
か
な
い
命
を
も
っ
と
大

切
に
す
る
べ
き
。
自
分
の
命
は
、
何

千
何
万
人
の
愛
か
ら
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
参
加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　
戦
後
71
年
、
戦
争
体
験
者
が
減
少

す
る
な
か
で
、
新
た
な
若
い
語
り
部

た
ち
が
育
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　父は8歳、母は3歳のときに被爆しま
した。被爆2世である私が原爆を身近
なものとして考えられるようになった
のは大人になってから。原爆体験者が
年々減っていくなか、どのように原爆
の悲惨さを伝えていくのかを考え、体
験記を朗読するようになりました。

　体験記は、当時の言葉や思いがその
まま文字となって残っています。歳月
が流れても、書き残されたものは変わ
りません。
　この体験記を聞いたみなさんが、今
度は周りの方に伝えてください。伝え
なければ、記憶は風化してしまいま
す。遠いところの話ではなく、自分の
こととして感じ、そして伝えてもらえ
たらと思います。

式
典
参
列
で
平
和
へ
の
思
い
新
た
に

３
年
で
市
内
全
９
校
派
遣

大須賀中学校3年
佐藤悠生さん

ゆう せい

　資料館や体験記では、見たくない、
聞きたくないというのも正直あった
けど、こういった現実から目をそら
してはいけないと思った。また、式
典では、その人数や場の雰囲気から、
本当に多くの人々が核兵器をなくし、
平和を心から願っていると思った。
広島、長崎から発信される世界平和
や核兵器廃絶の思いを、自分たちも
身近な人たちに訴えていきたい。

身近な人たちに訴えたい

大須賀中学校3年
中山亮さん

りょう

　オバマ大統領が言ったという「核
兵器のない世界を追求する勇気を」
という言葉が印象に残った。核兵器
がなくなって欲しいと思っても、そ
れには核保有国が手放さなければな
らない。この言葉は、他国から攻撃
されるなどのリスクに負けない勇気
を持つという意味があると思う。核
がなくなることは大変なこと。そん
な中でも平和を願い、核がなくなる
ことを願うことが大切だと思う。

平和を願うことが大切

特集：受け継ぐ平和への思い

I n t e r v i e w ■広島原爆死没者追悼平和祈念館　朗読ボランティア　今岡祐子さん

伝えなければ
記憶は風化してしまいます

①「ヒロシマ　ピースボランティア」の方から生の声
や情報を学んだ。②今年12月でユネスコ世界遺産登録
から20年を迎える原爆ドーム。爆心地はここから南東
約160㍍離れた島病院（現・島外科内科）付近。上空約
600㍍でさく裂した。③爆心地から直径5.5㌔の被害の
様子を示したパノラマ模型を見つめる生徒たち。原子爆
弾による強烈な熱線と爆風、放射線が放出され、街は一
瞬で壊滅した。④「原爆の子の像」で市民や生徒から託
された折り鶴をささげた。⑤式典に参列。厳粛な空気の
中、「真の平和」と向き合う濃い1時間となった。⑥原
子爆弾の実物大模型。長さ約3㍍。この1発で約14万人
（昭和20年12月末）が亡くなった。⑦式典会場。原爆
ドーム、平和の灯、原爆死没者慰霊碑などが一直線に配
されている。⑧平成28年5月27日、米国のバラク・オ
バマ大統領の訪問を紹介するパネル。みずからが折った
鶴2羽を核兵器廃絶に向けたメッセージの横に添えた。

第3回掛川市平和祈念式

子どもたちの強いメッセージ　
核兵器廃絶、命の大切さ訴えた

い
の
ち

ま
な
か

▲作文を読み上げる綱取愛華さん

①

②④⑤

③③
⑥

⑦⑧ ⑦ ⑤

も
く
と
う

ともしび
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っ
て
、
表

現
は
ス
ト
レ
ー
ト
。
そ
の
思
い
を
代
弁

し
た
朗
読
は
、
生
徒
た
ち
へ
強
烈
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
71
回
目
の
原
爆
の
日
を

迎
え
、
式
典
に
は
約
５
万
人
が
参
列
し

ま
し
た
。
厳
粛
な
空
気
が
漂
う
な
か
、

生
徒
た
ち
を
前
に
、
広
島
市
長
や
被
爆

者
代
表
、
内
閣
総
理
大
臣
、
広
島
県
知

事
ら
が
あ
い
さ
つ
。
広
島
市
長
は
平
和

宣
言
で
、
５
月
に
訪
問
し
た
オ
バ
マ
大

統
領
の
言
葉
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

追
求
す
る
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
を
引
用
し
、
核
兵
器
廃
絶
や
各

国
の
被
爆
地
訪
問
を
訴
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
代
表
に
よ
る
平
和
へ
の
誓
い

で
は
、
「
私
た
ち
に
は
、
被
爆
者
か
ら

託
さ
れ
た
声
を
伝
え
る
責
任
が
あ
る
の

で
す
」
「
命
の
尊
さ
、
平
和
へ
の
願
い

を
語
り
伝
え
て
い
き
ま
す
」
と
宣
言
す

る
子
ど
も
の
ひ
と
言
ひ
と
言
に
、
中
学

生
ら
は
う
な
ず
き
な
が
ら
、
そ
の
言
葉

を
深
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　
投
下
時
刻
の
午
前
８
時
15
分
、
全
員

で
１
分
間
の
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
派
遣
事
業
は
、
毎
年
３

校
、
各
校
２
人
ず
つ
の
計
６
人
を
派
遣

し
、
今
年
を
含
む
３
年
間
で
市
内
全
９

校
か
ら
派
遣
し
ま
す
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

目
に
焼
き
付
け
た
光
景
、
胸
に
刻
ん
だ

思
い
を
、
家
族
や
友
人
、
次
の
世
代
へ

語
り
継
い
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
広
報
同
行
取
材
）

　
終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
掛
川
市
戦
没

者
追
悼
式
（
関
連
記
事
14
、
25
㌻
）、

平
和
祈
念
式
が
開
催
さ
れ
、
市
民
や

遺
族
、
中
学
生
ら
約
６
０
０
人
が
参

列
。
英
霊
に
対
す
る
追
悼
の
ほ
か
、

平
和
の
尊
さ
と
悲
惨
な
戦
争
の
教
訓

を
共
有
し
ま
し
た
。

　
祈
念
式
で
は
、
浜
松
市
浜
北
区
遺

族
連
絡
会
の
語
り
部
が
「
戦
中
・
戦

後
の
暮
ら
し
」「
浜
松
大
空
襲
」
と

題
し
て
講
話
を
し
た
ほ
か
、
広
島
市

の
式
典
に
参
列
し
た
中
学
生
が
、
現

地
で
目
に
し
た
こ
と
、
肌
で
感
じ
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
か
ら
、
平
和
へ
の
思
い
や

核
兵
器
廃
絶
へ
の
強
い
決
意
な
ど
が

語
ら
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
平
成
27
年
度
「
平
和
を

考
え
る
自
由
研
究
」
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
綱
取
愛
華
さ
ん
（
当
時
大
須
賀

中
学
３
年
）
が
作
文
「
継
承
さ
れ
る

生
命
」
を
朗
読
。
99
歳
の
曽
祖
父
と

訪
れ
た
広
島
の
地
で
語
ら
れ
た
、
原

爆
が
落
ち
た
日
の
思
い
出
。
兵
隊
と

し
て
現
場
に
い
た
曽
祖
父
が
、
被
爆

者
の
命
を
救
え
ず
後
悔
を
に
じ
ま
せ

る
様
子
か
ら
、
命
の
大
切
さ
を
強
く

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　「
戦
争
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
大

切
。
一
つ
し
か
な
い
命
を
も
っ
と
大

切
に
す
る
べ
き
。
自
分
の
命
は
、
何

千
何
万
人
の
愛
か
ら
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
参
加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　
戦
後
71
年
、
戦
争
体
験
者
が
減
少

す
る
な
か
で
、
新
た
な
若
い
語
り
部

た
ち
が
育
ち
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　父は8歳、母は3歳のときに被爆しま
した。被爆2世である私が原爆を身近
なものとして考えられるようになった
のは大人になってから。原爆体験者が
年々減っていくなか、どのように原爆
の悲惨さを伝えていくのかを考え、体
験記を朗読するようになりました。

　体験記は、当時の言葉や思いがその
まま文字となって残っています。歳月
が流れても、書き残されたものは変わ
りません。
　この体験記を聞いたみなさんが、今
度は周りの方に伝えてください。伝え
なければ、記憶は風化してしまいま
す。遠いところの話ではなく、自分の
こととして感じ、そして伝えてもらえ
たらと思います。

式
典
参
列
で
平
和
へ
の
思
い
新
た
に

３
年
で
市
内
全
９
校
派
遣

大須賀中学校3年
佐藤悠生さん

ゆう せい

　資料館や体験記では、見たくない、
聞きたくないというのも正直あった
けど、こういった現実から目をそら
してはいけないと思った。また、式
典では、その人数や場の雰囲気から、
本当に多くの人々が核兵器をなくし、
平和を心から願っていると思った。
広島、長崎から発信される世界平和
や核兵器廃絶の思いを、自分たちも
身近な人たちに訴えていきたい。

身近な人たちに訴えたい

大須賀中学校3年
中山亮さん

りょう

　オバマ大統領が言ったという「核
兵器のない世界を追求する勇気を」
という言葉が印象に残った。核兵器
がなくなって欲しいと思っても、そ
れには核保有国が手放さなければな
らない。この言葉は、他国から攻撃
されるなどのリスクに負けない勇気
を持つという意味があると思う。核
がなくなることは大変なこと。そん
な中でも平和を願い、核がなくなる
ことを願うことが大切だと思う。

平和を願うことが大切

特集：受け継ぐ平和への思い

I n t e r v i e w ■広島原爆死没者追悼平和祈念館　朗読ボランティア　今岡祐子さん

伝えなければ
記憶は風化してしまいます

①「ヒロシマ　ピースボランティア」の方から生の声
や情報を学んだ。②今年12月でユネスコ世界遺産登録
から20年を迎える原爆ドーム。爆心地はここから南東
約160㍍離れた島病院（現・島外科内科）付近。上空約
600㍍でさく裂した。③爆心地から直径5.5㌔の被害の
様子を示したパノラマ模型を見つめる生徒たち。原子爆
弾による強烈な熱線と爆風、放射線が放出され、街は一
瞬で壊滅した。④「原爆の子の像」で市民や生徒から託
された折り鶴をささげた。⑤式典に参列。厳粛な空気の
中、「真の平和」と向き合う濃い1時間となった。⑥原
子爆弾の実物大模型。長さ約3㍍。この1発で約14万人
（昭和20年12月末）が亡くなった。⑦式典会場。原爆
ドーム、平和の灯、原爆死没者慰霊碑などが一直線に配
されている。⑧平成28年5月27日、米国のバラク・オ
バマ大統領の訪問を紹介するパネル。みずからが折った
鶴2羽を核兵器廃絶に向けたメッセージの横に添えた。

第3回掛川市平和祈念式

子どもたちの強いメッセージ　
核兵器廃絶、命の大切さ訴えた

い
の
ち

ま
な
か

▲作文を読み上げる綱取愛華さん

①

②④⑤

③③
⑥

⑦⑧ ⑦ ⑤

も
く
と
う

ともしび
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大東・大須賀区域の人口推移

単位：人

園児数：H28.4.1現在

　
大
東
・
大
須
賀
区
域
で
は
現
在
、
公
立

幼
稚
園
８
園
と
私
立
保
育
園
５
園
で
子
ど

も
た
ち
の
教
育
・
保
育
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
幼
稚
園
の
定
員
割
れ
、
保
育
園
の
定

員
不
足
、
園
舎
の
老
朽
化
な
ど
、
新
市
合

併
前
か
ら
の
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
検
証
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
・
保
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
保
護
者

や
区
長
会
関
係
者
、
市
議
会
議
員
、
保
育

事
業
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
し
た

推
進
委
員
会
を
昨
年
11
月
９
日
に
設
置
。

保
護
者
や
地
元
自
治
会
と
の
意
見
交
換
、

幼
保
園
や
園
児
の
少
な
い
幼
稚
園
の
視
察

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
園
の
再
編
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
両
区
域
の
幼
稚
園
・
保
育

園
13
園
を
民
営
の
５
つ
の
認
定
こ
ど
も
園

に
再
編
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
再
編
後
の

候
補
地
の
案
な
ど
を
提
示
し
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
平
成
18
年
に
国

が
制
度
化
し
た
も
の
。
幼
稚
園
と
保
育
園

の
機
能
や
特
長
を
併
せ
持
ち
、
教
育
と
保

育
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
就

労
状
況
に
関
わ
り
な
く
、
３
〜
５
歳
の
子

ど
も
た
ち
は
教
育
と
保
育
を
一
緒
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
７
㌻
上
段
参
照
）
。

　
一
方
、
掛
川
区
域
で
は
、
全
国
に
先
駆

け
て
幼
保
一
元
化
に
取
り
組
み
、
平
成
15

年
度
の
「
乳
幼
児
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
」

を
皮
切
り
に
、
全
６
園
の
幼
保
園
に
再
編

整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幼
稚
園
と
保

育
園
を
１
つ
の
場
所
で
運
営
し
、
教
育
活

動
や
行
事
な
ど
を
で
き
る
だ
け
連
携
し
て

取
り
組
も
う
と
い
う
施
設
で
す
。

　
提
言
内
容
は
、
再
編
す
る
園
の
数
や
候

補
地
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
整
備
順
序
は
、
園
舎
の
老
朽
化
度
合
い

や
入
園
状
況
、
地
域
の
理
解
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
大
東
区

域
は
大
坂
地
区
、
千
浜
地
区
、
城
東
地
区

の
順
で
、
大
須
賀
区
域
は
横
須
賀
地
区
、

大
渕
地
区
の
順
で
整
備
す
る
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
家
庭
で
の
子

育
て
を
積
極
的
に
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

を
行
う
こ
と
や
、
預
か
り
保
育
の
継
続
、

障
が
い
児
保
育
の
充
実
、
１
園
あ
た
り
３

２
０
人
を
限
度
と
し
て
教
育
・
保
育
の
質

を
確
保
す
る
こ
と
、
現
在
よ
り
も
遠
距
離

通
園
と
な
る
地
域
に
は
通
園
バ
ス
を
運
行

す
る
配
慮
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

※

提
言
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
中

　
市
は
、
提
言
書
の
内
容
を
尊
重
し
な
が

ら
、
再
編
の
た
め
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
中
で
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
整
備
場
所
な
ど
を

今
年
度
中
に
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
提
言
書
に
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
乳
幼
児
教
育
を

就
学
前
の
教
育
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
教
育
を
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
、
中
学
校
区
学
園
化
構

想
に
よ
る
市
民
総
ぐ
る
み
の
教
育
と
も
連

携
し
、
「
教
育
・
文
化
日
本
一
」
「
健

康
・
子
育
て
日
本
一
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、

地
域
の
誇
り
に
な
る
園
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

大東・大須賀区域

認定こども園化
５園再編案提言
「大東大須賀区域認定こども園化推進委員会」が8月5日、大
東・大須賀区域の幼稚園と保育園の再編整備について、民営の5
つの認定こども園にすることなどをまとめた提言書を松井市長
に手渡しました。これを受け、市は施設の建設場所などの具体
的な計画づくりに取り組んでいきます。

問　こども政策課（☎21-1211）

定
員
割
れ
・
定
員
不
足
、

園
舎
の
老
朽
化
な
ど
が
長
年
の
課
題

認
定
こ
ど
も
園
と
幼
保
園
の
違
い

整
備
順
序
や
預
か
り
保
育
、

定
員
数
、
通
園
バ
ス
な
ど
も
提
示

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
教
育
を
目
指
し
た

再
編
計
画
は
今
年
度
中
に
策
定

認定こども園、幼稚園、保育園の違いは?

再編後の整備候補地

INTERVIEW

推進委員会
山本伸晴委員長

 認定こども園　※注1 幼稚園 保育園
法的な位置づけ 学校かつ児童福祉施設 学校 児童福祉施設
対象 保育の必要がある0～2歳児と全ての3～5歳児 3～5歳児 保育の必要がある0～5歳児
年間開設日数 39週以上 39週以上（春夏冬休みあり） 約300日

4時間を標準 8時間を原則1日あたりの保育・
教育時間

4時間を標準。保育が必要な子どもに対しては
8時間を原則

所得や兄弟の状況に応じて、
0～19,000円

所得や兄弟の状況に応じて、
0～70,000円

職員資格 保育教諭（幼稚園教諭＋保育士資格） 幼稚園教諭 保育士

月額保育料
（掛川市）※注2

1号（幼稚園希望）の方は所得や兄弟の状況に応
じて、0～19,000円、2・3号（保育園希望）の方は、
所得や兄弟の状況に応じて、0～70,000円

注1： 幼保連携型認定こども園の場合。幼稚園型や保育所型の場合は内容が異なります。
注2： 月額保育料は、子ども・子育て支援新制度における掛川市の保育料。
 市立幼稚園は、平成28年度から31年度まで別に定められた激変緩和料金。

 現在 現在の園児数 再編後 整備場所候補

大
東

大
須
賀

（仮称）
大坂認定こども園

3園合計
257人

現在の大坂幼稚園、
大坂保育園敷地

（仮称）
千浜認定こども園

2園合計
114人

現在の千浜幼稚園、
千浜保育園敷地

（仮称）
城東認定こども園

4園合計
261人

候補1：城東保育園周辺
候補2：城東中学校周辺

（仮称）
大渕認定こども園

2園合計
156人

現在の
おおぶち保育園周辺

（仮称）
横須賀認定こども園

2園合計
183人

候補1：大須賀中学校周辺
候補2：大須賀運動場敷地
候補3：横須賀高校周辺

大東
0～9歳

大須賀
0～9歳

昭和 55年 2,984 1,744

平成 2年 2,659 1,593

平成 12年 2,185 1,151

平成 22年 1,931 1,126

平成 27年 1,707 893

楽しみだね！

地域の意見を拾い上げたワークショップ

大坂保育園のみなさん

推進委員会の場で意見を述べる委員

市民協働による新たな乳幼児教育の文化を
　今回の推進委員会では、さまざ
まな視点から活発に議論をしてい
ただき、保護者のみなさんのご意
見を伺うワークショップも開催し
て、理解の共有化を図りました。
　掛川市最初の幼稚園は明治23年
（1890年）に誕生しており、掛川
市の乳幼児教育の歴史は120年以
上になります。先人が積み重ねて

きた「教育はすべての礎」の長い
歴史を踏まえた上で、世の中の動
きに合わせ、より良い形を模索し
ていくことが重要です。
　新たな認定こども園を拠点とし
て、地域の宝である子どもたちを、
大人たちが一丸となって育成して
いくことを期待しています。

【略歴】地域福祉
研究所主宰／静岡
市社会福祉協議会
会長／元常葉学園
短期大学学長

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

⑪
⑫
⑬

大坂幼稚園
睦浜幼稚園
大坂保育園
千浜幼稚園
千浜保育園
土方幼稚園
佐束幼稚園
中 幼 稚 園
城東保育園
横須賀幼稚園

よこすか保育園
大渕幼稚園
おおぶち保育園
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大東・大須賀区域の人口推移

単位：人

園児数：H28.4.1現在

　
大
東
・
大
須
賀
区
域
で
は
現
在
、
公
立

幼
稚
園
８
園
と
私
立
保
育
園
５
園
で
子
ど

も
た
ち
の
教
育
・
保
育
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
幼
稚
園
の
定
員
割
れ
、
保
育
園
の
定

員
不
足
、
園
舎
の
老
朽
化
な
ど
、
新
市
合

併
前
か
ら
の
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
検
証
し
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
・
保
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
保
護
者

や
区
長
会
関
係
者
、
市
議
会
議
員
、
保
育

事
業
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
し
た

推
進
委
員
会
を
昨
年
11
月
９
日
に
設
置
。

保
護
者
や
地
元
自
治
会
と
の
意
見
交
換
、

幼
保
園
や
園
児
の
少
な
い
幼
稚
園
の
視
察

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
園
の
再
編
、
認
定
こ
ど
も
園
整
備
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
両
区
域
の
幼
稚
園
・
保
育

園
13
園
を
民
営
の
５
つ
の
認
定
こ
ど
も
園

に
再
編
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
再
編
後
の

候
補
地
の
案
な
ど
を
提
示
し
ま
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
平
成
18
年
に
国

が
制
度
化
し
た
も
の
。
幼
稚
園
と
保
育
園

の
機
能
や
特
長
を
併
せ
持
ち
、
教
育
と
保

育
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
就

労
状
況
に
関
わ
り
な
く
、
３
〜
５
歳
の
子

ど
も
た
ち
は
教
育
と
保
育
を
一
緒
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
７
㌻
上
段
参
照
）
。

　
一
方
、
掛
川
区
域
で
は
、
全
国
に
先
駆

け
て
幼
保
一
元
化
に
取
り
組
み
、
平
成
15

年
度
の
「
乳
幼
児
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
」

を
皮
切
り
に
、
全
６
園
の
幼
保
園
に
再
編

整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幼
稚
園
と
保

育
園
を
１
つ
の
場
所
で
運
営
し
、
教
育
活

動
や
行
事
な
ど
を
で
き
る
だ
け
連
携
し
て

取
り
組
も
う
と
い
う
施
設
で
す
。

　
提
言
内
容
は
、
再
編
す
る
園
の
数
や
候

補
地
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
整
備
順
序
は
、
園
舎
の
老
朽
化
度
合
い

や
入
園
状
況
、
地
域
の
理
解
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
大
東
区

域
は
大
坂
地
区
、
千
浜
地
区
、
城
東
地
区

の
順
で
、
大
須
賀
区
域
は
横
須
賀
地
区
、

大
渕
地
区
の
順
で
整
備
す
る
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
家
庭
で
の
子

育
て
を
積
極
的
に
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

を
行
う
こ
と
や
、
預
か
り
保
育
の
継
続
、

障
が
い
児
保
育
の
充
実
、
１
園
あ
た
り
３

２
０
人
を
限
度
と
し
て
教
育
・
保
育
の
質

を
確
保
す
る
こ
と
、
現
在
よ
り
も
遠
距
離

通
園
と
な
る
地
域
に
は
通
園
バ
ス
を
運
行

す
る
配
慮
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

※

提
言
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
中

　
市
は
、
提
言
書
の
内
容
を
尊
重
し
な
が

ら
、
再
編
の
た
め
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
中
で
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
整
備
場
所
な
ど
を

今
年
度
中
に
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
提
言
書
に
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
乳
幼
児
教
育
を

就
学
前
の
教
育
と
し
て
と
ら
え
、
こ
れ
ま

で
よ
り
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
教
育
を
目
指

し
ま
す
。
そ
し
て
、
中
学
校
区
学
園
化
構

想
に
よ
る
市
民
総
ぐ
る
み
の
教
育
と
も
連

携
し
、
「
教
育
・
文
化
日
本
一
」
「
健

康
・
子
育
て
日
本
一
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、

地
域
の
誇
り
に
な
る
園
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

大東・大須賀区域

認定こども園化
５園再編案提言
「大東大須賀区域認定こども園化推進委員会」が8月5日、大
東・大須賀区域の幼稚園と保育園の再編整備について、民営の5
つの認定こども園にすることなどをまとめた提言書を松井市長
に手渡しました。これを受け、市は施設の建設場所などの具体
的な計画づくりに取り組んでいきます。

問　こども政策課（☎21-1211）

定
員
割
れ
・
定
員
不
足
、

園
舎
の
老
朽
化
な
ど
が
長
年
の
課
題

認
定
こ
ど
も
園
と
幼
保
園
の
違
い

整
備
順
序
や
預
か
り
保
育
、

定
員
数
、
通
園
バ
ス
な
ど
も
提
示

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
教
育
を
目
指
し
た

再
編
計
画
は
今
年
度
中
に
策
定

認定こども園、幼稚園、保育園の違いは?

再編後の整備候補地

INTERVIEW

推進委員会
山本伸晴委員長

 認定こども園　※注1 幼稚園 保育園
法的な位置づけ 学校かつ児童福祉施設 学校 児童福祉施設
対象 保育の必要がある0～2歳児と全ての3～5歳児 3～5歳児 保育の必要がある0～5歳児
年間開設日数 39週以上 39週以上（春夏冬休みあり） 約300日

4時間を標準 8時間を原則1日あたりの保育・
教育時間

4時間を標準。保育が必要な子どもに対しては
8時間を原則

所得や兄弟の状況に応じて、
0～19,000円

所得や兄弟の状況に応じて、
0～70,000円

職員資格 保育教諭（幼稚園教諭＋保育士資格） 幼稚園教諭 保育士

月額保育料
（掛川市）※注2

1号（幼稚園希望）の方は所得や兄弟の状況に応
じて、0～19,000円、2・3号（保育園希望）の方は、
所得や兄弟の状況に応じて、0～70,000円

注1： 幼保連携型認定こども園の場合。幼稚園型や保育所型の場合は内容が異なります。
注2： 月額保育料は、子ども・子育て支援新制度における掛川市の保育料。
 市立幼稚園は、平成28年度から31年度まで別に定められた激変緩和料金。

 現在 現在の園児数 再編後 整備場所候補

大
東

大
須
賀

（仮称）
大坂認定こども園

3園合計
257人

現在の大坂幼稚園、
大坂保育園敷地

（仮称）
千浜認定こども園

2園合計
114人

現在の千浜幼稚園、
千浜保育園敷地

（仮称）
城東認定こども園

4園合計
261人

候補1：城東保育園周辺
候補2：城東中学校周辺

（仮称）
大渕認定こども園

2園合計
156人

現在の
おおぶち保育園周辺

（仮称）
横須賀認定こども園

2園合計
183人

候補1：大須賀中学校周辺
候補2：大須賀運動場敷地
候補3：横須賀高校周辺

大東
0～9歳

大須賀
0～9歳

昭和 55年 2,984 1,744

平成 2年 2,659 1,593

平成 12年 2,185 1,151

平成 22年 1,931 1,126

平成 27年 1,707 893

楽しみだね！

地域の意見を拾い上げたワークショップ

大坂保育園のみなさん

推進委員会の場で意見を述べる委員

市民協働による新たな乳幼児教育の文化を
　今回の推進委員会では、さまざ
まな視点から活発に議論をしてい
ただき、保護者のみなさんのご意
見を伺うワークショップも開催し
て、理解の共有化を図りました。
　掛川市最初の幼稚園は明治23年
（1890年）に誕生しており、掛川
市の乳幼児教育の歴史は120年以
上になります。先人が積み重ねて

きた「教育はすべての礎」の長い
歴史を踏まえた上で、世の中の動
きに合わせ、より良い形を模索し
ていくことが重要です。
　新たな認定こども園を拠点とし
て、地域の宝である子どもたちを、
大人たちが一丸となって育成して
いくことを期待しています。

【略歴】地域福祉
研究所主宰／静岡
市社会福祉協議会
会長／元常葉学園
短期大学学長

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

⑪
⑫
⑬

大坂幼稚園
睦浜幼稚園
大坂保育園
千浜幼稚園
千浜保育園
土方幼稚園
佐束幼稚園
中 幼 稚 園
城東保育園
横須賀幼稚園

よこすか保育園
大渕幼稚園
おおぶち保育園
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■
受
付
期
間

　10
月
3
日
（月）
〜
5
日
（水）

　午
前
9
時
〜
午
後
4
時

■
対
象
児

平
成
23
年
4
月
2
日
〜
平
成
26

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

■
申
込
方
法

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
対
象

の
お
子
さ
ん
を
必
ず
連
れ
て
希
望

す
る
幼
稚
園
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

■
保
育
料

保
護
者
の
市
民
税
額
で
算
定
し

ま
す
。

■
注
意
事
項

①
申
込
受
付
期
間
外
の
申
し
込
み

は
原
則
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

②
市
内
の
い
ず
れ
の
幼
稚
園
に
も

入
園
申
し
込
み
が
可
能
で
す

が
、
募
集
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

③
市
立
幼
稚
園
同
士
の
併
願
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に

市
・
私
立
幼
稚
園
に
在
籍
し
て

い
る
方
の
転
園
の
申
し
込
み
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

④
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
各
園

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
間

9
月
29
日
（木）
〜
10
月
31
日
（月）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
【
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
】

※
申
込
書
も
9
月
29
日
（木）
か
ら
配

布
し
ま
す
。

※
10
月
中
の
毎
週
木
曜
日
は
、
市

役
所
1
階
こ
ど
も
希
望
課
で
午

後
7
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
29
年
5
月
以
降
の
入
園
申

し
込
み
は
、
11
月
1
日
（火）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象
児

原
則
、
乳
幼
児
、
保
護
者
と
も

に
市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
23

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳

幼
児

■
申
込
方
法

こ
ど
も
希
望
課
、
大
東
ふ
く
し

あ
（
大
東
支
所
）
、
大
須
賀
ふ
く

し
あ
（
大
須
賀
支
所
）
で
、
入
園

申
込
書
（
認
定
申
請
書
）
の
配
布

と
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

（
9
月
29
日
（木）
・
30
日
（金）
・
10

月
3
日
（月）
は
市
役
所
4
階
会
議
室

で
受
け
付
け
ま
す
）

■
入
園
基
準

保
護
者
が
就
労
（
月
64
時
間
以

上
労
働
に
従
事
す
る
）
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
家
庭
で
お
子
さ
ん
を

保
育
で
き
な
い
こ
と
（
求
職
者
含

む
）
。

※
保
護
者
の
就
労
状
況
、
同
居
親

族
の
状
況
に
よ
り
、
入
所
の
優

先
度
を
調
整
し
ま
す
。

※
希
望
者
多
数
の
た
め
希
望
す
る

保
育
園
へ
入
園
で
き
な
い
な

ど
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

さかがわ幼稚園 伊達方474-1 27-0545 30人（※2）

乳幼児センター
すこやか幼稚園部（※3） 宮脇2-6-1 62-6110 40人（※4）

三笠幼稚園 上西郷4116 28-0659 40人（※5）

土方幼稚園 上土方320-1 74-2083 30人

佐束幼稚園 小貫77 74-2084 30人

中幼稚園 中3124 74-2642 20人

大坂幼稚園 大坂2805 72-3811 40人

千浜幼稚園 千浜5870 72-3783 40人

睦浜幼稚園 三俣239-1 72-4771 30人

大渕幼稚園 大渕5935-6 48-3045 30人

横須賀幼稚園 西大渕1010 48-2349 40人

乳幼児センターすこやか保育園部（ ※1） 宮脇2-6-1 62-6110
子育てセンターひだまり保育園部 杉谷南2-1-1 23-1771
子育てセンターさやのもり保育園部 長谷1687-2 24-2251
掛川中央幼保園保育園部 和光2-16-1 24-5501
掛川聖マリア保育園 中央1-8-1 24-0875
葛ヶ丘保育園 葛ヶ丘3-4-1 26-9123
かけがわのぞみ保育園 杉谷南1-1-20 21-3001
すずかけっこ保育園 大池2956 61-2505
城東保育園 下土方1152-3 74-2201
千浜保育園 千浜4528-6 72-2400
大坂保育園 大坂2808-1 72-2607
よこすか保育園 横須賀1371-3 48-2258
おおぶち保育園 大渕4385-1 48-0707
掛川あそび保育園（仮称）（※2） （岡津地内）

平
成
29
年
4
月
入
園
の
幼
稚
園
・
保
育
園

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

幼

稚

園

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

募集する幼稚園

募集する保育園・認定こども園

（※1）募集欄の人数は3歳児保育の募集人数です。4歳、5歳児は
 各園の実態に応じて定員に満たない人数を募集します。
（※2）日坂・東山・東山口地区を優先　　　　
（※3）平成29年4月に認定こども園へ移行予定
（※4）西山口・粟本地区を優先　　　
（※5）倉真・西郷・原泉地区を優先

 幼稚園 住所 電話番号 募集定員（※1）

 保育園 住所 電話番号

 認定こども園 住所 電話番号

 小規模保育園 住所 電話番号

こども希望課
（☎21-1205）

■
募
集
園
児
数

0
〜
5
歳
児
（
小
規
模
保
育

園
・
す
ず
か
け
っ
こ
保
育
園
は
0

〜
2
歳
児
）
、
各
園
の
実
態
に
応

じ
て
定
員
に
満
た
な
い
人
数
を
募

集
し
ま
す
。

■
保
育
料

保
護
者
の
市
民
税
額
で
算
定
し

ま
す
。

■
注
意
事
項

①
雇
用
証
明
書
な
ど
書
類
が
そ
ろ

わ
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

②
次
の
ど
ち
ら
か
に
あ
て
は
ま

り
、
平
成
29
年
度
の
入
園
を
希

望
す
る
方
も
、
期
間
中
に
必
ず

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
入
園
待
機
と
な
っ
て
い

る
方

・
平
成
28
年
11
月
以
降
の
入
園
を

希
望
し
、
す
で
に
申
込
書
を
提

出
し
た
方

（※1）平成29年4月に認定こども園へ移行予定
（※2）平成29年4月開園予定
（※3）申込については直接くるみ幼稚園にご連絡ください
（※4）平成29年4月移転予定
（※5）平成29年4月に協働保育園から移行予定

ちゅーりっぷ 沖之須1894-2 48-6737
小さなお家　ぽっぽ保育園 本所72-2 29-5760
モコ宮脇保育園 宮脇1-4-2 28-9666
きらきら保育園（本園） 柳町36 29-6336
きらきら保育園（分園）（※4） 中宿132 21-3013
きよさき保育園 清崎104-1 24-7200
桜木こどものへや 家代1761-1 22-8159
掛川みなみ園（※5） 南2-16-12 21-7806

掛川こども園 家代の里1-5-1 61-3322
こども広場あんり 本郷623-1 26-2250
桜木こどもの森 家代1761-1 22-8159
くるみ幼稚園（保育利用）（※3） 中央2-18-5 22-5394
大池認定こども園（仮称）（※2） （大池地内）
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■
受
付
期
間

　10
月
3
日
（月）
〜
5
日
（水）

　午
前
9
時
〜
午
後
4
時

■
対
象
児

平
成
23
年
4
月
2
日
〜
平
成
26

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

■
申
込
方
法

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
対
象

の
お
子
さ
ん
を
必
ず
連
れ
て
希
望

す
る
幼
稚
園
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

■
保
育
料

保
護
者
の
市
民
税
額
で
算
定
し

ま
す
。

■
注
意
事
項

①
申
込
受
付
期
間
外
の
申
し
込
み

は
原
則
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

②
市
内
の
い
ず
れ
の
幼
稚
園
に
も

入
園
申
し
込
み
が
可
能
で
す

が
、
募
集
定
員
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

③
市
立
幼
稚
園
同
士
の
併
願
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
で
に

市
・
私
立
幼
稚
園
に
在
籍
し
て

い
る
方
の
転
園
の
申
し
込
み
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

④
私
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
各
園

へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
間

9
月
29
日
（木）
〜
10
月
31
日
（月）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
【
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
】

※
申
込
書
も
9
月
29
日
（木）
か
ら
配

布
し
ま
す
。

※
10
月
中
の
毎
週
木
曜
日
は
、
市

役
所
1
階
こ
ど
も
希
望
課
で
午

後
7
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
平
成
29
年
5
月
以
降
の
入
園
申

し
込
み
は
、
11
月
1
日
（火）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象
児

原
則
、
乳
幼
児
、
保
護
者
と
も

に
市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
23

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳

幼
児

■
申
込
方
法

こ
ど
も
希
望
課
、
大
東
ふ
く
し

あ
（
大
東
支
所
）
、
大
須
賀
ふ
く

し
あ
（
大
須
賀
支
所
）
で
、
入
園

申
込
書
（
認
定
申
請
書
）
の
配
布

と
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

（
9
月
29
日
（木）
・
30
日
（金）
・
10

月
3
日
（月）
は
市
役
所
4
階
会
議
室

で
受
け
付
け
ま
す
）

■
入
園
基
準

保
護
者
が
就
労
（
月
64
時
間
以

上
労
働
に
従
事
す
る
）
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
家
庭
で
お
子
さ
ん
を

保
育
で
き
な
い
こ
と
（
求
職
者
含

む
）
。

※
保
護
者
の
就
労
状
況
、
同
居
親

族
の
状
況
に
よ
り
、
入
所
の
優

先
度
を
調
整
し
ま
す
。

※
希
望
者
多
数
の
た
め
希
望
す
る

保
育
園
へ
入
園
で
き
な
い
な

ど
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

さかがわ幼稚園 伊達方474-1 27-0545 30人（※2）

乳幼児センター
すこやか幼稚園部（※3） 宮脇2-6-1 62-6110 40人（※4）

三笠幼稚園 上西郷4116 28-0659 40人（※5）

土方幼稚園 上土方320-1 74-2083 30人

佐束幼稚園 小貫77 74-2084 30人

中幼稚園 中3124 74-2642 20人
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掛川あそび保育園（仮称）（※2） （岡津地内）

平
成
29
年
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入
園
の
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稚
園
・
保
育
園

入
園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

幼

稚

園

保
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園
・
認
定
こ
ど
も
園

募集する幼稚園

募集する保育園・認定こども園

（※1）募集欄の人数は3歳児保育の募集人数です。4歳、5歳児は
 各園の実態に応じて定員に満たない人数を募集します。
（※2）日坂・東山・東山口地区を優先　　　　
（※3）平成29年4月に認定こども園へ移行予定
（※4）西山口・粟本地区を優先　　　
（※5）倉真・西郷・原泉地区を優先

 幼稚園 住所 電話番号 募集定員（※1）

 保育園 住所 電話番号
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こども希望課
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数
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〜
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児
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育
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ず
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に
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な
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数
を
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。
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の
市
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税
額
で
算
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し

ま
す
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注
意
事
項

①
雇
用
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な
ど
書
類
が
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な
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場
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は
、
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で

き
ま
せ
ん
。

②
次
の
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ら
か
に
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て
は
ま

り
、
平
成
29
年
度
の
入
園
を
希

望
す
る
方
も
、
期
間
中
に
必
ず

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
入
園
待
機
と
な
っ
て
い

る
方

・
平
成
28
年
11
月
以
降
の
入
園
を

希
望
し
、
す
で
に
申
込
書
を
提

出
し
た
方

（※1）平成29年4月に認定こども園へ移行予定
（※2）平成29年4月開園予定
（※3）申込については直接くるみ幼稚園にご連絡ください
（※4）平成29年4月移転予定
（※5）平成29年4月に協働保育園から移行予定

ちゅーりっぷ 沖之須1894-2 48-6737
小さなお家　ぽっぽ保育園 本所72-2 29-5760
モコ宮脇保育園 宮脇1-4-2 28-9666
きらきら保育園（本園） 柳町36 29-6336
きらきら保育園（分園）（※4） 中宿132 21-3013
きよさき保育園 清崎104-1 24-7200
桜木こどものへや 家代1761-1 22-8159
掛川みなみ園（※5） 南2-16-12 21-7806

掛川こども園 家代の里1-5-1 61-3322
こども広場あんり 本郷623-1 26-2250
桜木こどもの森 家代1761-1 22-8159
くるみ幼稚園（保育利用）（※3） 中央2-18-5 22-5394
大池認定こども園（仮称）（※2） （大池地内）
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社会教育課
（☎21-1157）

かけがわ
教育の日

 教育政策室（☎21-1109）

第10回記念大会

基調講演（午前10時20分～）
ノーベル物理学賞受賞   天野浩さん

【略歴】
静岡県浜松市生まれ。平成
14年4月名城大学理工学部
教授。平成22年4月名古屋大
学大学院工学研究科教授。
平成27年10月同大学未来材
料・システム研究所教授。平
成26年青色LEDの研究で
ノーベル物理学賞受賞。平成
27年静岡県民栄誉賞。

【第1部】午前9時～10時5分
   ・「かけがわ教育の日」の10年の歩み
   ・実践発表：「かけがわ子ども議会」での
 　発言と感想
   ・「かけがわお茶の間宣言」優秀作品の
  発表および表彰
   ・市町対抗駅伝出場者壮行会

【第2部】10時20分～11時30分
   ・基調講演： ノーベル物理学賞受賞
    天野浩  名古屋大学教授
  ・かけがわお茶の間宣言

全市一斉青少年育成環境美化活動
地域で育てる8/7

全
市
一
斉
青
少
年
育
成
環
境
美
化
活
動
は
、
環
境
美
化
活
動

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
社
会
参
加
活
動
へ
の
意
識
と
郷
土

に
誇
り
を
持
つ
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
市
区
長
会
連
合
会

と
市
教
育
委
員
会
が
共
催
で
、
毎
年
8
月
の
第
1
日
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　

地
区
ご
と
に
、
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
実
施
さ
れ
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
毎
年
2

万
5
千
人
を
超
え
る
市
民
が
参
加
し
、
掛
川
市
内
を
き
れ
い
に

し
ま
す
。
終
了
後
に
は
子
ど
も
た
ち
に
参
加
証
が
配
布
さ
れ
ま

す
。

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
毎
年
中
学
生
の
約
9
割
、
小
学
生
の
約
8
割
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
事
前
に
地
区

の
役
員
の
方
々
と
実
施
方

法
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ

し
、
当
日
は
始
め
の
会
や

終
わ
り
の
会
を
進
行
す
る

な
ど
、
一
緒
に
活
動
を
運

営
し
ま
す
。
　

中
学
生
が
中
心
と
な

り
、
区
の
役
員
が
支
援

す
る
形
で
こ
の
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
区
民

の
環
境
へ
の
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
今
後
も

こ
の
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
本
区
長
）

今
、
多
く
の
自
治
会
で
子
ど
も
の
数
が

減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も

が
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
し
、
心
を
通
わ

す
こ
と
が
で
き
る
、
有
意
義
な
機
会
だ
と

思
い
ま
す
。

役
員
さ
ん
の
ご
苦
心
の
も
と
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
つ
め
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
う
れ
し
く
、

頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

主
役
は
中
学
生

活
動
を
支
え
る
地
域
の
方
々

地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

遊家小区：始めの会を進行する桜が丘中学校生徒
左から長谷川拓未さん（1年）、川嶋恋奈さん（3年）、
山本将太朗さん（3年）、堀内翔弥さん（1年）

地区のみんなで集まるの
は、お祭りと防災訓練とこ
の活動。いつも使っている
地区のものに感謝して、み
んなできれいにすることは
良いことだと思います。

市教育委員会
社会教育課
深谷義弘
社会教育指導員
　　

東大坂区長
松本一馬さん

11月19日 　  午前9時～
生涯学習センター （御所原）

土

「子どもたちの未来のために
　　　　 今私たちができること」

市教育委員会では「夢実現に向かう、心豊か
で凛とした市民」の育成を目標に、市民総ぐるみ
の教育を推進するため、平成19年度から「かけが
わ教育の日」を開催しています。今年度のテー
マは「こころざしと学ぶ意欲を育てる人づくり～
子どもたちの未来のために今私たちができるこ
と～」です。ぜひご参加ください。

りん

始
め
の
会
、
終
わ
り
の

会
で
中
学
生
が
自
分
の

言
葉
で
話
し
、
は
き
は

き
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
て
く
れ
ま
し
た
。
全

員
が
汗
を
か
き
な
が
ら

美
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
く
れ
た
こ
と
。
そ
れ

が
い
ち
ば
ん
で
し
た
。

（
山
　
小
区
長
）

遊家・家代区長：山崎重高さん（右）
遊家小区長：山　健雄さん（左）
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基調講演（午前10時20分～）
ノーベル物理学賞受賞   天野浩さん

【略歴】
静岡県浜松市生まれ。平成
14年4月名城大学理工学部
教授。平成22年4月名古屋大
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平成27年10月同大学未来材
料・システム研究所教授。平
成26年青色LEDの研究で
ノーベル物理学賞受賞。平成
27年静岡県民栄誉賞。

【第1部】午前9時～10時5分
   ・「かけがわ教育の日」の10年の歩み
   ・実践発表：「かけがわ子ども議会」での
 　発言と感想
   ・「かけがわお茶の間宣言」優秀作品の
  発表および表彰
   ・市町対抗駅伝出場者壮行会

【第2部】10時20分～11時30分
   ・基調講演： ノーベル物理学賞受賞
    天野浩  名古屋大学教授
  ・かけがわお茶の間宣言

全市一斉青少年育成環境美化活動
地域で育てる8/7

全
市
一
斉
青
少
年
育
成
環
境
美
化
活
動
は
、
環
境
美
化
活
動

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
社
会
参
加
活
動
へ
の
意
識
と
郷
土

に
誇
り
を
持
つ
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
市
区
長
会
連
合
会

と
市
教
育
委
員
会
が
共
催
で
、
毎
年
8
月
の
第
1
日
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　

地
区
ご
と
に
、
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
実
施
さ
れ
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
毎
年
2

万
5
千
人
を
超
え
る
市
民
が
参
加
し
、
掛
川
市
内
を
き
れ
い
に

し
ま
す
。
終
了
後
に
は
子
ど
も
た
ち
に
参
加
証
が
配
布
さ
れ
ま

す
。

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
毎
年
中
学
生
の
約
9
割
、
小
学
生
の
約
8
割
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
事
前
に
地
区

の
役
員
の
方
々
と
実
施
方

法
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ

し
、
当
日
は
始
め
の
会
や

終
わ
り
の
会
を
進
行
す
る

な
ど
、
一
緒
に
活
動
を
運

営
し
ま
す
。
　

中
学
生
が
中
心
と
な

り
、
区
の
役
員
が
支
援

す
る
形
で
こ
の
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
区
民

の
環
境
へ
の
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
今
後
も

こ
の
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
松
本
区
長
）

今
、
多
く
の
自
治
会
で
子
ど
も
の
数
が

減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も

が
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
し
、
心
を
通
わ

す
こ
と
が
で
き
る
、
有
意
義
な
機
会
だ
と

思
い
ま
す
。

役
員
さ
ん
の
ご
苦
心
の
も
と
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
つ
め
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
う
れ
し
く
、

頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

主
役
は
中
学
生

活
動
を
支
え
る
地
域
の
方
々

地
域
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

遊家小区：始めの会を進行する桜が丘中学校生徒
左から長谷川拓未さん（1年）、川嶋恋奈さん（3年）、
山本将太朗さん（3年）、堀内翔弥さん（1年）

地区のみんなで集まるの
は、お祭りと防災訓練とこ
の活動。いつも使っている
地区のものに感謝して、み
んなできれいにすることは
良いことだと思います。

市教育委員会
社会教育課
深谷義弘
社会教育指導員
　　

東大坂区長
松本一馬さん

11月19日 　  午前9時～
生涯学習センター （御所原）

土

「子どもたちの未来のために
　　　　 今私たちができること」

市教育委員会では「夢実現に向かう、心豊か
で凛とした市民」の育成を目標に、市民総ぐるみ
の教育を推進するため、平成19年度から「かけが
わ教育の日」を開催しています。今年度のテー
マは「こころざしと学ぶ意欲を育てる人づくり～
子どもたちの未来のために今私たちができるこ
と～」です。ぜひご参加ください。

りん

始
め
の
会
、
終
わ
り
の

会
で
中
学
生
が
自
分
の

言
葉
で
話
し
、
は
き
は

き
と
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
て
く
れ
ま
し
た
。
全

員
が
汗
を
か
き
な
が
ら

美
化
活
動
に
取
り
組
ん

で
く
れ
た
こ
と
。
そ
れ

が
い
ち
ば
ん
で
し
た
。

（
山
　
小
区
長
）

遊家・家代区長：山崎重高さん（右）
遊家小区長：山　健雄さん（左）
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●コンビニ

旧国道1号

第二小

大池橋

天浜線
西掛川駅

文

倉
真
川

中心市街地
交通規制図
規制実施時間

鳥居町
交通規制図
規制実施時間

生涯学習センター

神明宮神明宮

神明町神明町

道神町道神町

旭町

あいり～なあいり～な

弥生町弥生町

城西

逆川逆川

十王十王

中央2丁目中央2丁目

中央1丁目
中央1丁目

西高

下俣町下俣町

旧国道1号旧国道1号

新町新町喜町喜町

塩町塩町

肴町肴町

栄町NTT
中電中電郵便局郵便局

中央小中央小
研屋町研屋町

薬局

南二丁目

南一丁目

亀の甲二丁目

亀の甲一丁目 ホテル

ホテル

瓦町

中町中町西町西町

円満寺

緑町緑町
連雀連雀

大手町大手町
天然寺天然寺

第一小

消防署

掛川城掛川城

城内

二の丸
美術館
二の丸
美術館

仁藤町仁藤町

掛川駅

 東名高速道路

十九首十九首

松尾町松尾町

駅南
第1駐車場

駅南第2駐車場

中央
図書館
中央
図書館

駅北駐車場駅北駐車場

● ●

●

N

■駐車場のご案内　　中心市街地活性化推進室（☎24-1162）
　祭典期間中（7日は18：00～21：00、8～9日は9：00～21：00）
は、交通規制のため「大手門駐車場」が利用できません。
■祭典期間中のバス路線変更
　祭典期間中（7日（金）～9日（日）、延期の場合は10日（月・
祝）も）は運休せず迂回します。詳細は各バス会社へお問
い合わせください。

掛川観光協会ビジターセンター「旅のスイッチ」（☎24-8711）
JR掛川駅南口コンコース内　9：00～17：00

●市街地循環バス南回り、東山線、粟本線、居尻線、
　倉真線、桜木線（満水線は通常どおりの運行です）
　　掛川バスサービス㈱（☎24-7311）
●市街地循環バス北回り
　祭典臨時ダイヤで運行します。
　　ジーネット㈱（☎24-2210）

交通規制／掛川祭・駅南地区祭典
無断乗り入れや路上駐車をしないようにご協力ください

Information

下
水
整
備
課
（
☎
21

-

1
1
7
0
）

美
し
い
水
環
境
は
家
庭
か
ら

下
水
道
接
続
・
浄
化
槽
切
り
替
え
を

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
を

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
の
家
庭
は
、
水
洗
ト

イ
レ
は
1
年
以
内
に
、
く
み
取
り

ト
イ
レ
は
3
年
以
内
に
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
し
、
下
水
道
へ
接
続
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
へ
接
続
す
る
と
、
汚
水

が
速
や
か
に
排
除
さ
れ
、
蚊
、
ハ

エ
な
ど
の
発
生
や
道
路
側
溝
な
ど

の
臭
気
を
防
止
で
き
ま
す
。
ま

た
、
汚
水
が
直
接
河
川
に
流
れ
込

ま
な
く
な
る
の
で
、
水
質
保
全
に

つ
な
が
り
ま
す
。

下
水
道
に
ご
み
や
油
を
流
す
と

下
水
道
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
る

ほ
か
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が

損
な
わ
れ
ま
す
。
ご
み
、
油
は
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

10
月
1
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

合
併
浄
化
槽
へ
切
り
替
え
る
場

合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
単
独
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
は
、

浄化槽に関するお問い合わせ
【法定検査】
　　（一財）静岡県生活科学
 検査センター
　（☎054-621-5863）
【浄化槽の維持管理全般】
　 西部健康福祉センター
 環境課（☎0538-37-2250）

Information

都市政策課（☎21-1151）

屋外広告物のルール、ご存知ですか?
正しい表示で街の景観と安全を守ろう

屋
外
広
告
物
と
は

屋
外
広
告
物
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
、
常
時
ま
た
は
一
定

期
間
継
続
し
て
、
屋
外
で
公
衆
に

表
示
さ
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
は
、
公
共
空
間
の

中
で
企
業
や
店
舗
な
ど
の
ブ
ラ
ン

ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
シ
ン
ボ

ル
で
す
。
し
か
し
、
無
秩
序
な
表

示
は
、
街
の
美
観
を
損
な
い
、
交

通
安
全
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
県
屋
外
広
告
物
条
例
で

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
・
安
心
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
示
に
は
許
可
が
必
要

事
前
に
市
役
所
へ
相
談
を

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は
、
規

制
地
域
や
表
示
可
能
面
積
・
高
さ

な
ど
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
事
前
に
市
役
所
2
階
都
市

政
策
課
計
画
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

①
規
制
地
域

原
則
的
に
屋
外
広
告
物
が
表

示
で
き
な
い
地
域
（
特
別
規
制

地
域
）
と
、
許
可
を
受
け
た
屋

外
広
告
物
を
表
示
で
き
る
地
域

（
普
通
規
制
地
域
）
が
あ
り
ま

す
。

②
面
積
・
高
さ
な
ど
の
基
準

規
制
地
域
ご
と
に
、
表
示
で

き
る
種
類
、
面
積
や
高
さ
の
基

準
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
許
可
申
請
不
要
の
広
告
物

規
制
地
域
以
外
に
表
示
す
る

場
合
や
一
定
面
積
以
下
の
自
家

広
告
物
な
ど
は
、
許
可
申
請
は

不
要
で
す
。

9
月
1
日
〜
10
日
は

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

法
令
の
普
及
啓
発
・
違
反
広
告

物
の
是
正
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま

す
。
掛
川
市
で
も
、
違
反
広
告
物

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
安
全
対
策
の

P
R
活
動
を
行
い
ま
す
。 じ

ゅ
ん
か
ん

▼まちで見かけるさまざまな屋外広告物

屋上広告

壁面広告

立看板広告旗はり紙、はり札　

野立
広告板

電柱などを
利用する
広告物

アドバルーン

懸
垂
幕

袖
付

巻
付

野
立
広
告
塔

突
出
広
告

70
（％）

H22 H23 H24 H25 H26

54.2

49.951.3

60

50

40

0

55.8

66.0

50.9

51.6
47.5

49.4

45.8

掛川市 静岡県

ヘモグロビンA1c  要観察値の人の割合
保
健
予
防
課
（
☎
62

-

6
1
5
1
）

特
定
健
診
を
受
診
し
よ
う

国
保
加
入
の
40
〜
74
歳
の
方
へ

糖
尿
病
予
備
群
は
２
人
に
１
人

健
診
で
サ
イ
ン
を
見
つ
け
よ
う

特
定
健
診
の
目
的
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
で
す
。

下
記
の
グ
ラ
フ
は
特
定
健
診
で

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c
が
要
観
察

値
（
5
・
6
〜
6
・
4
%
）
だ
っ

た
方
の
割
合
を
経
年
で
表
し
た
も

の
で
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
C

と
は
、
検
査
前
1
〜
2
か
月
間
の

血
糖
の
平
均
値
で
、
5
・
5
％
以

下
が
正
常
で
す
。
掛
川
市
で
は
、

県
平
均
よ
り
高
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
数
値
は
い

く
つ
で
し
た
か
?
病
気
の
サ
イ
ン

を
見
つ
け
生
活
を
見
直
す
た
め

に
、
年
1
回
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
ま
で
に
受
診
を
！

12
月
ま
で
受
診
で
き
ま
す
が
、

11
月
と
12
月
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
で
混
雑
し
ま
す
。
10
月
ま
で

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
票
を

紛
失
し
た
方
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

保
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
、
特

定
健
診
の
受
診
は
不
要
で
す
。

勤
務
先
で
の
健
診
結
果
の

報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

勤
務
先
な
ど
の
健
康
診
断
結
果

の
コ
ピ
ー
を
保
健
予
防
課
へ
提
出

す
る
と
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
保
健
予
防
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

の区域内
10/ 7 （金） 18：00～21：00
 8 （土） 9：00～21：00
 9 （日） 9：00～21：00
 10 （月・祝） 9：00～21：00
※予備日は8、9日が中止の場合

10/ 9 （日） 11：00～16：30
の区域内

10/ 9 （日） 18：00～21：00
の区域内

10/ 8 （土）
 12：30～15：00

（予備日）

の区域内

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

切
り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

設
置
す
る
方
は
、
設
置
前
に
下
水

整
備
課
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
の
機
能
を
保
つ
た
め
、

法
律
に
基
づ
く
保
守
点
検
、
清

掃
、
法
定
検
査
を
必
ず
行
い
ま

し
ょ
う
。
法
定
検
査
未
受
検
者
に

は
、
検
査
機
関
が
受
検
案
内
通
知

や
電
話
に
よ
る
啓
発
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
受
検
の
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

10/7　  ～9　
（予備日10 　　　）

金 日

月 祝
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●コンビニ

旧国道1号

第二小

大池橋

天浜線
西掛川駅

文

倉
真
川

中心市街地
交通規制図
規制実施時間

鳥居町
交通規制図
規制実施時間

生涯学習センター

神明宮神明宮

神明町神明町

道神町道神町

旭町

あいり～なあいり～な

弥生町弥生町

城西

逆川逆川

十王十王

中央2丁目中央2丁目

中央1丁目
中央1丁目

西高

下俣町下俣町

旧国道1号旧国道1号

新町新町喜町喜町

塩町塩町

肴町肴町

栄町NTT
中電中電郵便局郵便局

中央小中央小
研屋町研屋町

薬局

南二丁目

南一丁目

亀の甲二丁目

亀の甲一丁目 ホテル

ホテル

瓦町

中町中町西町西町

円満寺

緑町緑町
連雀連雀

大手町大手町
天然寺天然寺

第一小

消防署

掛川城掛川城

城内

二の丸
美術館
二の丸
美術館

仁藤町仁藤町

掛川駅

 東名高速道路

十九首十九首

松尾町松尾町

駅南
第1駐車場

駅南第2駐車場

中央
図書館
中央
図書館

駅北駐車場駅北駐車場

● ●

●

N

■駐車場のご案内　　中心市街地活性化推進室（☎24-1162）
　祭典期間中（7日は18：00～21：00、8～9日は9：00～21：00）
は、交通規制のため「大手門駐車場」が利用できません。
■祭典期間中のバス路線変更
　祭典期間中（7日（金）～9日（日）、延期の場合は10日（月・
祝）も）は運休せず迂回します。詳細は各バス会社へお問
い合わせください。

掛川観光協会ビジターセンター「旅のスイッチ」（☎24-8711）
JR掛川駅南口コンコース内　9：00～17：00

●市街地循環バス南回り、東山線、粟本線、居尻線、
　倉真線、桜木線（満水線は通常どおりの運行です）
　　掛川バスサービス㈱（☎24-7311）
●市街地循環バス北回り
　祭典臨時ダイヤで運行します。
　　ジーネット㈱（☎24-2210）

交通規制／掛川祭・駅南地区祭典
無断乗り入れや路上駐車をしないようにご協力ください

Information

下
水
整
備
課
（
☎
21

-

1
1
7
0
）

美
し
い
水
環
境
は
家
庭
か
ら

下
水
道
接
続
・
浄
化
槽
切
り
替
え
を

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

一
日
も
早
く
下
水
道
へ
の
接
続
を

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
の
家
庭
は
、
水
洗
ト

イ
レ
は
1
年
以
内
に
、
く
み
取
り

ト
イ
レ
は
3
年
以
内
に
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
し
、
下
水
道
へ
接
続
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
へ
接
続
す
る
と
、
汚
水

が
速
や
か
に
排
除
さ
れ
、
蚊
、
ハ

エ
な
ど
の
発
生
や
道
路
側
溝
な
ど

の
臭
気
を
防
止
で
き
ま
す
。
ま

た
、
汚
水
が
直
接
河
川
に
流
れ
込

ま
な
く
な
る
の
で
、
水
質
保
全
に

つ
な
が
り
ま
す
。

下
水
道
に
ご
み
や
油
を
流
す
と

下
水
道
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
る

ほ
か
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が

損
な
わ
れ
ま
す
。
ご
み
、
油
は
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

10
月
1
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

合
併
浄
化
槽
へ
切
り
替
え
る
場

合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
単
独
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
は
、

浄化槽に関するお問い合わせ
【法定検査】
　　（一財）静岡県生活科学
 検査センター
　（☎054-621-5863）
【浄化槽の維持管理全般】
　 西部健康福祉センター
 環境課（☎0538-37-2250）

Information

都市政策課（☎21-1151）

屋外広告物のルール、ご存知ですか?
正しい表示で街の景観と安全を守ろう

屋
外
広
告
物
と
は

屋
外
広
告
物
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
、
常
時
ま
た
は
一
定

期
間
継
続
し
て
、
屋
外
で
公
衆
に

表
示
さ
れ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
は
、
公
共
空
間
の

中
で
企
業
や
店
舗
な
ど
の
ブ
ラ
ン

ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
シ
ン
ボ

ル
で
す
。
し
か
し
、
無
秩
序
な
表

示
は
、
街
の
美
観
を
損
な
い
、
交

通
安
全
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
県
屋
外
広
告
物
条
例
で

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
・
安
心
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表
示
に
は
許
可
が
必
要

事
前
に
市
役
所
へ
相
談
を

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は
、
規

制
地
域
や
表
示
可
能
面
積
・
高
さ

な
ど
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
事
前
に
市
役
所
2
階
都
市

政
策
課
計
画
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

①
規
制
地
域

原
則
的
に
屋
外
広
告
物
が
表

示
で
き
な
い
地
域
（
特
別
規
制

地
域
）
と
、
許
可
を
受
け
た
屋

外
広
告
物
を
表
示
で
き
る
地
域

（
普
通
規
制
地
域
）
が
あ
り
ま

す
。

②
面
積
・
高
さ
な
ど
の
基
準

規
制
地
域
ご
と
に
、
表
示
で

き
る
種
類
、
面
積
や
高
さ
の
基

準
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
許
可
申
請
不
要
の
広
告
物

規
制
地
域
以
外
に
表
示
す
る

場
合
や
一
定
面
積
以
下
の
自
家

広
告
物
な
ど
は
、
許
可
申
請
は

不
要
で
す
。

9
月
1
日
〜
10
日
は

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

法
令
の
普
及
啓
発
・
違
反
広
告

物
の
是
正
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま

す
。
掛
川
市
で
も
、
違
反
広
告
物

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
安
全
対
策
の

P
R
活
動
を
行
い
ま
す
。 じ

ゅ
ん
か
ん

▼まちで見かけるさまざまな屋外広告物

屋上広告

壁面広告

立看板広告旗はり紙、はり札　

野立
広告板

電柱などを
利用する
広告物

アドバルーン

懸
垂
幕

袖
付

巻
付

野
立
広
告
塔

突
出
広
告

70
（％）

H22 H23 H24 H25 H26

54.2

49.951.3

60

50

40

0

55.8

66.0

50.9

51.6
47.5

49.4

45.8

掛川市 静岡県

ヘモグロビンA1c  要観察値の人の割合
保
健
予
防
課
（
☎
62

-

6
1
5
1
）

特
定
健
診
を
受
診
し
よ
う

国
保
加
入
の
40
〜
74
歳
の
方
へ

糖
尿
病
予
備
群
は
２
人
に
１
人

健
診
で
サ
イ
ン
を
見
つ
け
よ
う

特
定
健
診
の
目
的
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
で
す
。

下
記
の
グ
ラ
フ
は
特
定
健
診
で

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c
が
要
観
察

値
（
5
・
6
〜
6
・
4
%
）
だ
っ

た
方
の
割
合
を
経
年
で
表
し
た
も

の
で
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
C

と
は
、
検
査
前
1
〜
2
か
月
間
の

血
糖
の
平
均
値
で
、
5
・
5
％
以

下
が
正
常
で
す
。
掛
川
市
で
は
、

県
平
均
よ
り
高
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
数
値
は
い

く
つ
で
し
た
か
?
病
気
の
サ
イ
ン

を
見
つ
け
生
活
を
見
直
す
た
め

に
、
年
1
回
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
ま
で
に
受
診
を
！

12
月
ま
で
受
診
で
き
ま
す
が
、

11
月
と
12
月
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
で
混
雑
し
ま
す
。
10
月
ま
で

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受
診
票
を

紛
失
し
た
方
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

保
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
、
特

定
健
診
の
受
診
は
不
要
で
す
。

勤
務
先
で
の
健
診
結
果
の

報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

勤
務
先
な
ど
の
健
康
診
断
結
果

の
コ
ピ
ー
を
保
健
予
防
課
へ
提
出

す
る
と
、
特
定
健
診
を
受
診
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
保
健
予
防
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

の区域内
10/ 7 （金） 18：00～21：00
 8 （土） 9：00～21：00
 9 （日） 9：00～21：00
 10 （月・祝） 9：00～21：00
※予備日は8、9日が中止の場合

10/ 9 （日） 11：00～16：30
の区域内

10/ 9 （日） 18：00～21：00
の区域内

10/ 8 （土）
 12：30～15：00

（予備日）

の区域内

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

切
り
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

設
置
す
る
方
は
、
設
置
前
に
下
水

整
備
課
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
の
機
能
を
保
つ
た
め
、

法
律
に
基
づ
く
保
守
点
検
、
清

掃
、
法
定
検
査
を
必
ず
行
い
ま

し
ょ
う
。
法
定
検
査
未
受
検
者
に

は
、
検
査
機
関
が
受
検
案
内
通
知

や
電
話
に
よ
る
啓
発
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
受
検
の
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

10/7　  ～9　
（予備日10 　　　）

金 日

月 祝
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小笠袋井薬剤師会  その40
（☎22-7120）

その79

平
成
28
年
度
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

か
ぜ
を
ひ
い
た
り
、
発
熱
や
咳
な
ど
の
症

状
が
起
き
た
り
し
ま
す
。
熱
は
あ
ま
り
上

が
ら
ず
症
状
も
ひ
ど
く
な
い
が
治
り
き
ら

ず
、
ず
る
ず
る
と
続
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
長
引
く
場
合
は
、
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く

な
い
と
思
っ
て
も
病
院
の
受
診
な
ど
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
、
花
粉
症
な
ど
の
方
も
こ

れ
か
ら
症
状
が
出
や
す
く
な
る
時
期
で

す
。
空
気
の
乾
燥
で
肌
の
弱
い
方
も
乾
燥

肌
な
ど
の
症
状
が
急
に
出
始
め
ま
す
。
早

め
の
対
策
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
薬
局
な
ど
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
に
注
意

の
ど
を
大
事
に

早
め
の
対
策
を

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
季

節
は
秋
を
迎
え
ま
す
。
夏
の
暑
さ
に
よ
り

体
は
疲
れ
気
味
で
す
。
こ
れ
か
ら
涼
し
く

な
る
時
期
に
気
を
つ
け
た
い
疾
患
を
少
し

ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
食
中
毒
で
す
。
実
は
8
月
よ
り

も
9
月
や
10
月
の
ほ
う
が
食
中
毒
が
多
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
暑
い

日
が
続
き
、
体
も
内
臓
も
疲
れ
て
い
る
、

そ
れ
に
加
え
て
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
（
お
祭

り
や
体
育
祭
な
ど
）
が
多
い
た
め
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
出
後
の
手

洗
い
に
心
が
け
、
い
つ
も
よ
り
さ
ら
に
食

品
の
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
胃
腸

の
疲
れ
は
、
食
欲
の
低

下
と
な
り
ま
す
。
消
化

の
い
い
も
の
、
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
胃
腸
に
負
担

の
か
か
ら
な
い
も
の
を

と
る
よ
う
に
し
て
体
調

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
8

月
15
日
に
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
、
天
皇

陛
下
が
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
8

月
8
日
に
生
前
退
位
の
意
向
が
に
じ
む
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
公
表
さ
れ
た
後
の
初

め
て
の
公
式
で
の
お
言
葉
で
あ
り
ま
す
の

で
、
昨
年
と
少
し
違
う
内
容
の
お
言
葉
に

な
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
天
皇
陛
下

は
、
「
さ
き
の
大
戦
に
お
い
て
、
か
け
が

え
の
な
い
命
を
失
っ
た
数
多
く
の
人
々
と

そ
の
遺
族
を
思
い
、
深
い
悲
し
み
を
新
た

に
い
た
し
ま
す
」
と
語
り
、
「
深
い
反
省

と
と
も
に
、
今
後
、
戦
争
の
惨
禍
が
再
び

繰
り
返
さ
れ
な
い
こ
と
を
切
に
願
い
、
戦

陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々
に
対
し
、

心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の
平
和

と
我
が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
、
特
に
変
わ
っ
た
お
言
葉
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式
へ
の
天
皇
陛
下
の
ご
出

席
は
、
憲
法
が
定
め
る
国
事
行
為
の
よ
う

な
法
の
規
定
は
な
く
、
国
と
し
て
の
一
大

行
事
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
が
宮
内
庁
を

通
じ
て
毎
年
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
お

出
ま
し
を
お
願
い
し
て
い
る
「
象
徴
と
し

て
の
行
為
」
の
代
表
的
な
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

天
皇
陛
下
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

象
徴
と
し
て
の
務
め
に
つ
い
て
の
お
気
持

ち
を
国
民
に
語
り
掛
け
ま
し
た
。
「
時
と

し
て
人
々
の
傍
ら
に
立
ち
、
そ
の
声
に
耳

を
傾
け
、
思
い
に
寄
り
添
う
こ
と
も
大

切
」
「
常
に
国
民
と
と
も
に
あ
る
自
覚
を

自
ら
の
内
に
育
て
る
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
、
象
徴
的
行
為
と
し
て
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
の
訪
問
な
ど
の
重
要
性

を
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
務
め
が

出
来
な
く
な
れ
ば
、
象
徴
と
し
て
の
天
皇

の
地
位
に
あ
る
べ
き
で
は
な
い
と
お
考
え

に
な
り
、
生
前
退
位
を
強
く
感
じ
ら
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

共
同
通
信
社
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

85
・
7
%
が
生
前
退
位
の
お
気
持
ち
を
理

解
す
る
と
の
回
答
で
し
た
。
憲
法
第
1
条

は
、
「
天
皇
は
日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日

本
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
っ
て
、
こ
の
地

位
は
主
権
の
存
す
る
日
本
国
民
の
総
意
に

基
づ
く
」
と
あ
り
ま
す
。
生
前
退
位
に
は

い
ろ
い
ろ
な
課
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
国
民
の
一
人
と
し
て
天
皇
陛
下
の
お

気
持
ち
に
添
っ
た
対
応
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
掛
川
市
の
戦
没
者
追
悼
式
で
あ

り
ま
す
が
、
式
辞
で
「
戦
争
体
験
者
が
少

な
く
な
り
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
る
」
と
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
年
は
戦
没
者
の
ひ

孫
に
あ
た
る
児
童
・
生
徒
20
人
に
献
花
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
追
悼
式

に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
掛
川
市
平
和
祈

念
式
で
は
、
8
月
6
日
の
広
島
市
平
和
記

念
式
典
に
派
遣
し
た
掛
川
東
中
、
北
中
、

大
須
賀
中
の
生
徒
か
ら
「
世
界
か
ら
核
兵

器
を
な
く
そ
う
」
「
平
和
を
私
た
ち
が
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
」
「
平
和
を
願
い
、
広

島
で
学
び
、
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
」

な
ど
、
広
島
訪
問
の
感
想
の
発
表
や
大
須

賀
中
卒
業
生
に
よ
る
「
平
和
を
考
え
る
自

由
研
究
」
の
作
文
発
表
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
画
自
賛
で
す
が
、
大
変
す
ば

ら
し
い
式
典
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
来
年
は
、
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

こ
の
時
期
気
を
つ
け
た
い
疾
患

次
に
気
管
支
や
の
ど
の
疾
患
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
日
中
と
夜
間
の
気
温
差

が
大
き
く
な
る
こ
と
や
、
気
候
が
移
り
変

わ
る
こ
と
に
よ
る
一
日
一
日
の
急
な
気
温

の
変
化
に
よ
り
、
気
管
支
や
肺
な
ど
が
刺

激
を
受
け
、
気
管
支
の
弱
い
方
（
ぜ
ん
そ

く
の
方
や
小
児
、
高
齢
の
方
な
ど
）
が
調

子
を
崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
く
た
め
、
こ
れ
も
気
管
支
や
の
ど
を

刺
激
し
ま
す
。
汗
の
管
理
や
服
装
な
ど
で

気
温
差
に
対
応
す
る
こ
と
、
そ
し
て
う
が

い
な
ど
で
の
ど
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
力
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
と
、

せ
き

▲掛川市戦没者追悼式で献花する松井市長

わ

み
ず
か
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。

　
ア
レ
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ギ
ー
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状
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燥
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燥
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。
早

め
の
対
策
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
薬
局
な
ど
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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介
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。
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そ
れ
に
加
え
て
外
で
の
イ
ベ
ン
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。
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よ
り
さ
ら
に
食

品
の
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
胃
腸

の
疲
れ
は
、
食
欲
の
低

下
と
な
り
ま
す
。
消
化

の
い
い
も
の
、
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
胃
腸
に
負
担

の
か
か
ら
な
い
も
の
を

と
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よ
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に
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調

管
理
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ま
し
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政
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主
催
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全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
8

月
15
日
に
日
本
武
道
館
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れ
、
天
皇

陛
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が
お
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葉
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述
べ
ら
れ
ま
し
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8
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退
位
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デ
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メ
ッ
セ
ー
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の
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で
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が
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追
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葉
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追
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憲
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あ
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。
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て
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述
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。
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憲
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あ
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れ
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記
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、
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「
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「
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く
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多
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に
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と
思
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。
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。
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に
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、
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が
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け
、
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の
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の
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や
小
児
、
高
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の
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が
調
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り
ま
す
。

さ
ら
に
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時
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は
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空
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が
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く
た
め
、
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も
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に
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が
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各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。

救急医療のお知らせ 受診前に連絡を！

保健予防課 （　23-8111）

会場 徳育：徳育保健センター（御所原）
 大東：大東保健センター（三俣）

10月

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科
●19：00～22：00（受付 21：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

土曜日
●12：00～17：00　市内の開業医院
　診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

救急車？まずは急患診療所
中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に
行っています。
外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。
急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、
医師や看護師が対応しています。

10月の健康案内

保健師・栄養士だより
生活リズムを整えると…
いいことがたくさん!

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。

※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種
の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内38か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会

対　象：乳幼児と保護者
中　央：10月 14日（金）午前10時30分～11時
大　東：10月   7日・ 14日（金）午前10時30分～11時
大須賀：10月 21日・ 28日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが手遊びや
育児相談などを行っています。

中　央：10月19・26日（水）　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 10月22日（土）午後3時～3時30分
大　東： 10月15日（土）午前10時30分～11時10分
大須賀： 10月8・15・29日（土）午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：10月21日（金）午前10時30分～11時　

絵

カフカ/著　　　　　　　　　　　　　　
頭木弘樹/編訳
（新潮社）

絶望名人カフカの
人生論

堀米薫/著
（新日本出版社）

あきらめない
ことにしたの

ねじめ正一/作
尾崎真吾/絵
（すずき出版）

そっくりで

図書館関係者が
お薦めの1冊を
紹介します

掛川
IC

広場

掛川東病院

小笠掛川急患診療所（受付2階）
希望の丘内

Ｎ

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）
●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30  ☎61-1299・FAX61-1400）

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ
たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。
■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00

『生きものをはぐくむ棚田の米
づくり』をお薦めします。菊川市
倉沢の棚田の米づくりの1年間の
様子から、たくさんの生きものが
生息しやすい環境を保つためにも
棚田を守ろうとしていることが伝
わります。写真で見る棚田の風景
とともに、米づくりが大切な営み
であることがよくわかる本です。

BooKリレー○15

あの文豪カフカのネガティブ過ぎる
言葉のみを集めた奇書。人生すなわ
ち絶望のカフカの生き方は、もはや
お笑いレベル。そして、ちまたにあ
ふれるポジティブな言葉に疲れた人
には、癒やしの一冊。

福島県飯舘村で農業を営んでいた、
渡邊とみ子さん。新しいじゃがいも
のたね芋が認可され、来年には世に
出せる。希望に満ちた彼女を襲った
大災害。失意の底にあってもあきら
めなかった、渡邊さんの思いとは。

生活リズムが整うと、免疫力が
アップして病気にかかりにくくなっ
たり、疲れにくくなったりします。肥満や糖尿病の予
防にも効果があります。
休日はリズムが乱れがちですが、起床時間を変えな

いように心掛けたいですね。
生活リズムを整えるポイントは?
・起床、食事、入浴、就寝時間を決めること。
・朝日を浴びて25時間の体内時計を24時間にリセット
すること。

・朝食を食べて体温を上げ、脳を目覚めさせること。
・夕食は就寝2時間前までに済ませ、就寝前はテレビや
パソコン、スマートフォンの使用を控えること。

あーちゃんのおめめとまゆげは、お
じいちゃんにそっくりで、鼻の穴は
母さんそっくりで…。
あなたは、誰に似ていますか?
家族で会話がはずむ絵本。お茶の間
読書にお薦めです。

市内38か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

▲夢エコクラブ・
　杉本八榮子さん

小学校、公民館、農協などを移動図書
館車が巡回します。詳しい日程は図書
館へお問い合わせいただくか、図書館
ホームページをご覧ください。

■二科会写真部静岡支部選抜作品展　大須賀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　期間：10月4日（火）～23日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■郷土ゆかりの部屋　特別展　大東　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　「田中正造と河井重蔵　～河井家文書にみる不屈の人～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　期間：10月4日（火）～11月20日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■郷土ゆかりの部屋　松本亀次郎コーナー展示替え　大東　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　「亀次郎生誕150年～亀次郎起つ～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　期間：10月4日（火）～12月18日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※10月23日（日）午前10時から職員による説明があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■熊本大震災写真展　中央　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　期間：10月14日（金）～22日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ちっちゃな図書館　大須賀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　とき：10月22日（土）午前9時～午後3時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　場所：中本町八百甚前（雨天中止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　内容：図書館を飛び出して、よみきかせ・古本市を行います。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）
　10月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月12日（水）、28日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　10月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月3日（月）、28日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　10月の休館日：毎週月曜日、9月26日（月）～10月3日（月）、27日（木）

　　　　

システム更新や蔵書点検に伴い、長期休館します。期間中は
図書館ホームページもご利用いただけません。ご迷惑をお
かけしますが、ご了承ください。

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

大東

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 7 金 平成28年3月   1日 ～15日出生児

 12 水 平成28年3月 16日 ～31日出生児

 19 水 平成28年 2～3月出生児

 13 木 平成27年3月   1日 ～15日出生児

 17 月 平成27年3月 16日 ～31日出生児

 7 金 平成26年7月   1日 ～15日出生児

 12 水 平成26年7月 16日～31日出生児

 19 水 平成26年 6～7月出生児

 11 火 平成25年9月   1日 ～15日出生児

 21 金 平成25年9月 16日 ～30日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

中央
図書館

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 5 水 平成28年  8月出生児

 26 水 4～8か月児の親（予約制）

 

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

パパママセミナー（絵本・栄養編）
9：00～9：30  14 金 妊婦（予約制）※夫婦での参加も可

■十六夜の図書館　中央　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　とき：9月16日（金）午後5時～9時
　　内容：開館時間を延長し、BGMを流します。親子向けのおはなし
　　　　　会などを予定。いつもと違う図書館をお楽しみください。
■二科会写真部静岡支部選抜作品展　大須賀
　　期間：10月4日（火）～23日（日）
■郷土ゆかりの部屋　大東　　　　　　　　　　　　　　　　
　　特別展「田中正造と河井重蔵　～河井家文書にみる不屈の人～」
　　期間：10月4日（火）～11月20日（日）
　　松本亀次郎コーナー「亀次郎生誕150年～亀次郎起つ～」　　
　　期間：10月4日（火）～12月18日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　※10月23日（日）午前10時から職員による説明があります。
■平成28年熊本地震写真展　中央　　　　　
　　期間：10月14日（金）～23日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ちっちゃな図書館　大須賀　※ちっちゃな文化展共催事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　とき：10月22日（土）午前9時～午後3時
　　場所：横須賀高校正門西側（雨天中止）
　　内容：図書館を飛び出して、よみきかせ・古本市を行います。
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各医療機関の診療案内は、平成28年7月号折込の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。
※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。
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　　※10月23日（日）午前10時から職員による説明があります。
■平成28年熊本地震写真展　中央　　　　　
　　期間：10月14日（金）～23日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■ちっちゃな図書館　大須賀　※ちっちゃな文化展共催事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　とき：10月22日（土）午前9時～午後3時
　　場所：横須賀高校正門西側（雨天中止）
　　内容：図書館を飛び出して、よみきかせ・古本市を行います。

い ざ よ い

た
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①9/10（土）9：30～16：30
　中央図書館（掛川）
②10/23（日）9：30～16：30
　大東図書館（大坂）

9/11（日）、10/16（日）、
11/27（日）、12/25（日）、
H29/1/28（土）、2/26（日）
市内各所

①9/21、11/16、H29/1/18
　の水曜日13：30～16：00
　中部ふくしあ（杉谷南）
②10/19、12/21、H29/2/15
　の水曜日13：30～16：00
　大東市民交流センター（三俣）

9/24（土）13：30～15：00
東京女子医大大東キャン
パス（下土方）

9/29（木）15：00～16：30
県中遠総合庁舎西館2階
（磐田市見付）
10/1（土）
①9：30～12：00
　（毎月第1土曜日午前）
②9：30～15：30
　竹の丸（掛川）

10/2（日）10：00～16：00
静岡地方法務局浜松支局
（浜松市中区）

10/4～H29/2/28の火曜日
①  9：00～10：30
②10：30～12：00
③19：30～21：00
④10/6～H29/3/2の木曜日
19：30～21：00
生涯学習センター（御所原）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
各日4人
相談無料

40代までの
独身男女30人
各回2,000円
（昼食付き）

障がいのある方
または15～39
歳で就職を希望
する方
相談無料

一般
100人
300円

どなたでも
60人
参加無料
どなたでも
（②は子どもも可）
②参加料別途
（金額は内容に
より異なる）

どなたでも
相談無料

各20人程度
一般11,000円
KIC会員9,000円
（資料代、講師代、
会場代）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

さまざまな体験型プログラムで男子力・女子力を
アップ。結婚への意識を高め、すてきな出会いを後
押しします。
　電話またはEメール（musubiai@fuji.tnc.ne.jp）で
申込（申込順）

応募書類や履歴書の書き方、心構えなど就職に向
けた支援を行います（仕事の紹介、あっせんはな
し）。個別出張相談にも応じます。気軽にお問い合
わせください。
　直接会場へ

脳を持つ動物は必ず眠り、その眠り方はさまざまで
す。脳がどんな眠り方をするのか、東京女子医大名
誉教授岩田誠さんがお話しします。
　電話・FAX（講座名・氏名・住所・電話番号を明記）
で申込（申込順）
ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気付き、声をか
け、話を聞き、必要な支援につなぎ、見守る人です。
　9/23（金）までに電話で申込（申込順）
①10月から始まる生産者直売の朝市。地元産の新
鮮野菜やオーガニック野菜、加工品の販売
②雑貨・アクセサリー作り、多肉植物の寄せ植えの
体験と販売。所要時間10分程度から
　直接会場へ
司法書士、土地家屋調査士、公証人、人権擁護委
員、法務局職員が、土地・建物の登記、遺言書・公正
証書、会社・法人の登記、戸籍・国籍、近隣や学校な
どでの人権に関する相談に応じます。
　電話で予約した方優先。駐車場なし

テキストを使いながら会話を中心に学びます。
①英会話教室経験者②初心者③④ネイティブの先
生が教えるクラス
持ち物　筆記用具、英和辞書または電子辞書
　9/5（月）～電話（平日9：00～16：00）またはE
メールで申込（申込順）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

健康セミナー
「眠らない脳はない なぜ
眠れないのか?」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）
ゲートキーパー養成研修会
　　県西部健康福祉センター
福祉課（☎0538-37-2252）

全国一斉!
法務局休日相談所
　　静岡地方法務局浜松
支局（☎053-454-1396・
音声案内4番）

初心者のための英会話教室
（全15回）
　　NPO法人掛川国際
交流センター（☎24-5595）
kic@kakegawa-life.com

①朝市（野菜マルシェ）
②大人のワークショップ
　竹の丸（☎22-2112）

就職セミナー&個別出張相談
　障がいのある方：福祉課
（☎21-1139・FAX21-2100）
　15～39歳：地域若者サポー
トステーションかけがわ
（☎61-0755・FAX61-0756）

男子力・女子力UP ラブ&
リアンプロジェクト（全6回）
※掛川市子育て協働モデル事業
　　NPO結び逢い・藤澤
（☎090-1835-2456）

ふくしあ健康相談（10月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　10/19（水）10：00～11：30
●さすが市出張相談
　（　東部ふくしあ ☎61-2900）
　10/7（金）10：00～11：40
●中部ふくしあ（☎28-9713)
　10/12（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　10/4（火）9：30～11：30
●かけがわ西の市出張相談
　（　西部ふくしあ ☎29-5977）
　10/18（火）9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　10/5（水）9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　10/6（木）9：30～11：30

今
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（土）

市教育委員会 （青少年補導センター 　 21-1189）
市教育センター（大東支所4階） （　 72-1345）
市役所1階家庭児童相談室 （　 21-1190）
大東支所1階相談室、大須賀支所1階相談室 
市役所4階会議室 （産業労政課 　 21-1125）
市役所3階商業観光課 （消費生活センター 　 21-1149）
市役所1階危機管理課 （　 21-1131）
市役所3階生涯学習協働推進課 （協働センター 　 21-1129）
市役所1階福祉課 （　 21-1140）
社会福祉協議会本所 （　 22-1294）
ボランティアセンター（あいり～な2階　 24-6263）、各ふくしあ内社協

相　談　名

掛川市役所 大東支所 大須賀支所

 ところ・問い合わせ先

月  　  9：30～16：00
平  日  8：30～17：00
平  日  9：00～16：00
平  日  8：30～17：15
平  日  8：30～17：15
平  日  9：00～17：00
平  日  9：00～17：00

※相談日が休日と重なる場合、相談はお休みします。 内職相談は直後の休日を除く日に実施します。 昼休み中の相談は、極力ご遠慮ください。

人権身の上相談
13：00～16：00 

子育て・療育相談
（予約制）

司法書士無料相談会
（予約制）

心 配 ごと 相 談
13：00～16：00

弁護士会無料法律
相 談（ 予 約 制 ）
※市内居住者に限る
9/23（金）～予約受付

大須賀建築士すまいの
研究会住宅無料相談

10/7・21、11/4・18、
12/2・9・16（金）
4階会議室 

10/14、11/11、12/9（金）
3階ミーティングルーム

10/28、11/25、12/9（金）
1階多目的ホール

10/12、11/9、12/14（水）
13：30～15：30
4階会議室

10/14、11/11、12/9（金）
13：30～15：30
4階403会議室

10/28、11/25、12/16（金）
13：30～15：30
1階相談室

10/2・16、11/6・13・20、12/4・11・18（日）
13：00～16：00（受付15：30まで）
10/25（火）、11/25（金）、12/28（水）  
9：00～12：00
10/16、11/20、12/18（日）
10：00～12：00
10/19、11/16、12/21（水） 
15：00～17：00

平  日  9：00～16：00

平  日  8：30～16：30

徳育保健センター

清水邸本宅（清水邸庭園東側）

市役所4階会議室

問い合わせ先

問い合わせ先

と　こ　ろと　　　き

相談名 ところ

青 少 年 相 談
教 育 相 談
家 庭 児 童 相 談
（大東・大須賀支所は予約制）
内 職 相 談
消 費 生 活 相 談
交通事故相談（予約制）
N P O 法 人 設 立 相 談
犯罪被害者相談（予約制）
福祉相談・介護者相談
ボ ラ ン ティア 相 談

相　　談　　名 と　き

ところ・問い合わせ先

平  日  8：30～17：15総 合 相 談

相　　談　　名 と　き

こころの健康相談
（予約制）

10/4・11・18・25、11/1・8・15・22・29、
12/6・13・20・27（火）
電話10：00～12：00 面接13：00～16：00

女 性 相 談

結婚相談（登録制）
※第2日曜日は女性のみ

行 政 相 談
市役所4階会議室4

大須賀支所1階多目的ホール

10/14・28、11/11、12/9（金） 13：00～16：00

10/28、11/25（金）、12/22（木） 13：00～16：00

市役所会議室または相談室10/5、11/2、12/7（水） 
13：20～16：20

面接相談（予約制）市役所

10・11・12月  相談の窓口

ふくしあ「医療・保健・福祉・介護」相談

各ふくしあ（東部　 61-2900、中部　 28-9713、西部　 29-5977、
大東　 72-1116、大須賀　 48-1007）

福祉課 
（   21-1140）

社会福祉協議会 
（   22-1294）

10/28、11/25（金）
1階多目的ホール
大須賀ふくしあ（　48-5531）

10/14、11/11、12/9（金）
1階相談室
大東ふくしあ（　72-1135）

10/7・21、11/4・18、
12/2・16（金）
あいり～な東館1階
開催当日は（   23-3036）

企画政策課 
（   21-1128）

福祉課 
（   21-1139）

生涯学習
協働推進課 
（   21-1129）

電話相談
女性相談室直通（   21-1119）

あいり～な東館1階
開催当日は（　23-3036）

社会福祉協議会 
（   22-1294）
社会福祉協議会 
（   22-1309）
大須賀支所 地域支援係
（   48-1000）

I T サ ポート相談
（予約優先）

10/26（水）、11/24（木）、12/14（水）
13：30～16：00 中央図書館展示スペース IT政策課

（   21-1341）

福祉課 
（   21-1140）

ふくしあスクール開催
～ふくしあで学ぶ健康づくり～吉岡彌生記念館（☎74-5566）

入館料／ 小中学生無料
 一般200円※特別展開催時は別料金 
 ※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　吉岡彌生の日常を知るための材料
として、当時の建物に関する資料や愛
用品などを中心に紹介。
●【秋のイベントデー】※終日入館無料
　10/16（日）10：00～15：30
　東京女子医大大東キャンパス祭に
合わせ、記念館ボランティアによるお
もてなしイベントを開催。
●【健康セミナー】
　9/24（土）13：30～15：00
詳しくは上記「催し物・教室」欄

今年度から、健康に役立つ内容を地
元の医師や専門家がお話しします。1回
目のテーマは「認知症予防」と「肩こり・
腰痛予防」です。講話と実技で、心と体
をリフレッシュ!※入場無料
とき　10月13日（木）13：30～15：00
 （13：15～受付）
ところ　中部ふくしあ（杉谷南）
対象　どなたでも40人
　電話、FAXまたはEメールで（申込順）
　中部ふくしあ（☎28-9713・FAX28-9714）
　東部ふくしあ（☎61-2900・FAX61-2901）
　西部ふくしあ（☎29-5977・FAX29-5978）
　大東ふくしあ（☎72-1116・FAX72-6789）
　大須賀ふくしあ（☎48-1007・FAX48-5996）
iryou@city.kakegawa.shizuoka.jp
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①9/10（土）9：30～16：30
　中央図書館（掛川）
②10/23（日）9：30～16：30
　大東図書館（大坂）

9/11（日）、10/16（日）、
11/27（日）、12/25（日）、
H29/1/28（土）、2/26（日）
市内各所

①9/21、11/16、H29/1/18
　の水曜日13：30～16：00
　中部ふくしあ（杉谷南）
②10/19、12/21、H29/2/15
　の水曜日13：30～16：00
　大東市民交流センター（三俣）

9/24（土）13：30～15：00
東京女子医大大東キャン
パス（下土方）

9/29（木）15：00～16：30
県中遠総合庁舎西館2階
（磐田市見付）
10/1（土）
①9：30～12：00
　（毎月第1土曜日午前）
②9：30～15：30
　竹の丸（掛川）

10/2（日）10：00～16：00
静岡地方法務局浜松支局
（浜松市中区）

10/4～H29/2/28の火曜日
①  9：00～10：30
②10：30～12：00
③19：30～21：00
④10/6～H29/3/2の木曜日
19：30～21：00
生涯学習センター（御所原）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

どなたでも
各日4人
相談無料

40代までの
独身男女30人
各回2,000円
（昼食付き）

障がいのある方
または15～39
歳で就職を希望
する方
相談無料

一般
100人
300円

どなたでも
60人
参加無料
どなたでも
（②は子どもも可）
②参加料別途
（金額は内容に
より異なる）

どなたでも
相談無料

各20人程度
一般11,000円
KIC会員9,000円
（資料代、講師代、
会場代）

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

さまざまな体験型プログラムで男子力・女子力を
アップ。結婚への意識を高め、すてきな出会いを後
押しします。
　電話またはEメール（musubiai@fuji.tnc.ne.jp）で
申込（申込順）

応募書類や履歴書の書き方、心構えなど就職に向
けた支援を行います（仕事の紹介、あっせんはな
し）。個別出張相談にも応じます。気軽にお問い合
わせください。
　直接会場へ

脳を持つ動物は必ず眠り、その眠り方はさまざまで
す。脳がどんな眠り方をするのか、東京女子医大名
誉教授岩田誠さんがお話しします。
　電話・FAX（講座名・氏名・住所・電話番号を明記）
で申込（申込順）
ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気付き、声をか
け、話を聞き、必要な支援につなぎ、見守る人です。
　9/23（金）までに電話で申込（申込順）
①10月から始まる生産者直売の朝市。地元産の新
鮮野菜やオーガニック野菜、加工品の販売
②雑貨・アクセサリー作り、多肉植物の寄せ植えの
体験と販売。所要時間10分程度から
　直接会場へ
司法書士、土地家屋調査士、公証人、人権擁護委
員、法務局職員が、土地・建物の登記、遺言書・公正
証書、会社・法人の登記、戸籍・国籍、近隣や学校な
どでの人権に関する相談に応じます。
　電話で予約した方優先。駐車場なし

テキストを使いながら会話を中心に学びます。
①英会話教室経験者②初心者③④ネイティブの先
生が教えるクラス
持ち物　筆記用具、英和辞書または電子辞書
　9/5（月）～電話（平日9：00～16：00）またはE
メールで申込（申込順）

ビジネスチャンス相談
　　産業労政課
（☎21-1125）

健康セミナー
「眠らない脳はない なぜ
眠れないのか?」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）
ゲートキーパー養成研修会
　　県西部健康福祉センター
福祉課（☎0538-37-2252）

全国一斉!
法務局休日相談所
　　静岡地方法務局浜松
支局（☎053-454-1396・
音声案内4番）

初心者のための英会話教室
（全15回）
　　NPO法人掛川国際
交流センター（☎24-5595）
kic@kakegawa-life.com

①朝市（野菜マルシェ）
②大人のワークショップ
　竹の丸（☎22-2112）

就職セミナー&個別出張相談
　障がいのある方：福祉課
（☎21-1139・FAX21-2100）
　15～39歳：地域若者サポー
トステーションかけがわ
（☎61-0755・FAX61-0756）

男子力・女子力UP ラブ&
リアンプロジェクト（全6回）
※掛川市子育て協働モデル事業
　　NPO結び逢い・藤澤
（☎090-1835-2456）

ふくしあ健康相談（10月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　10/19（水）10：00～11：30
●さすが市出張相談
　（　東部ふくしあ ☎61-2900）
　10/7（金）10：00～11：40
●中部ふくしあ（☎28-9713)
　10/12（水）9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　10/4（火）9：30～11：30
●かけがわ西の市出張相談
　（　西部ふくしあ ☎29-5977）
　10/18（火）9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　10/5（水）9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　10/6（木）9：30～11：30
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市教育委員会 （青少年補導センター 　 21-1189）
市教育センター（大東支所4階） （　 72-1345）
市役所1階家庭児童相談室 （　 21-1190）
大東支所1階相談室、大須賀支所1階相談室 
市役所4階会議室 （産業労政課 　 21-1125）
市役所3階商業観光課 （消費生活センター 　 21-1149）
市役所1階危機管理課 （　 21-1131）
市役所3階生涯学習協働推進課 （協働センター 　 21-1129）
市役所1階福祉課 （　 21-1140）
社会福祉協議会本所 （　 22-1294）
ボランティアセンター（あいり～な2階　 24-6263）、各ふくしあ内社協

相　談　名

掛川市役所 大東支所 大須賀支所

 ところ・問い合わせ先

月  　  9：30～16：00
平  日  8：30～17：00
平  日  9：00～16：00
平  日  8：30～17：15
平  日  8：30～17：15
平  日  9：00～17：00
平  日  9：00～17：00

※相談日が休日と重なる場合、相談はお休みします。 内職相談は直後の休日を除く日に実施します。 昼休み中の相談は、極力ご遠慮ください。

人権身の上相談
13：00～16：00 

子育て・療育相談
（予約制）

司法書士無料相談会
（予約制）

心 配 ごと 相 談
13：00～16：00

弁護士会無料法律
相 談（ 予 約 制 ）
※市内居住者に限る
9/23（金）～予約受付

大須賀建築士すまいの
研究会住宅無料相談

10/7・21、11/4・18、
12/2・9・16（金）
4階会議室 

10/14、11/11、12/9（金）
3階ミーティングルーム

10/28、11/25、12/9（金）
1階多目的ホール

10/12、11/9、12/14（水）
13：30～15：30
4階会議室

10/14、11/11、12/9（金）
13：30～15：30
4階403会議室

10/28、11/25、12/16（金）
13：30～15：30
1階相談室

10/2・16、11/6・13・20、12/4・11・18（日）
13：00～16：00（受付15：30まで）
10/25（火）、11/25（金）、12/28（水）  
9：00～12：00
10/16、11/20、12/18（日）
10：00～12：00
10/19、11/16、12/21（水） 
15：00～17：00

平  日  9：00～16：00

平  日  8：30～16：30

徳育保健センター

清水邸本宅（清水邸庭園東側）

市役所4階会議室

問い合わせ先

問い合わせ先

と　こ　ろと　　　き

相談名 ところ

青 少 年 相 談
教 育 相 談
家 庭 児 童 相 談
（大東・大須賀支所は予約制）
内 職 相 談
消 費 生 活 相 談
交通事故相談（予約制）
N P O 法 人 設 立 相 談
犯罪被害者相談（予約制）
福祉相談・介護者相談
ボ ラ ン ティア 相 談

相　　談　　名 と　き

ところ・問い合わせ先

平  日  8：30～17：15総 合 相 談

相　　談　　名 と　き

こころの健康相談
（予約制）

10/4・11・18・25、11/1・8・15・22・29、
12/6・13・20・27（火）
電話10：00～12：00 面接13：00～16：00

女 性 相 談

結婚相談（登録制）
※第2日曜日は女性のみ

行 政 相 談
市役所4階会議室4

大須賀支所1階多目的ホール

10/14・28、11/11、12/9（金） 13：00～16：00

10/28、11/25（金）、12/22（木） 13：00～16：00

市役所会議室または相談室10/5、11/2、12/7（水） 
13：20～16：20

面接相談（予約制）市役所

10・11・12月  相談の窓口

ふくしあ「医療・保健・福祉・介護」相談

各ふくしあ（東部　 61-2900、中部　 28-9713、西部　 29-5977、
大東　 72-1116、大須賀　 48-1007）

福祉課 
（   21-1140）

社会福祉協議会 
（   22-1294）

10/28、11/25（金）
1階多目的ホール
大須賀ふくしあ（　48-5531）

10/14、11/11、12/9（金）
1階相談室
大東ふくしあ（　72-1135）

10/7・21、11/4・18、
12/2・16（金）
あいり～な東館1階
開催当日は（   23-3036）

企画政策課 
（   21-1128）

福祉課 
（   21-1139）

生涯学習
協働推進課 
（   21-1129）

電話相談
女性相談室直通（   21-1119）

あいり～な東館1階
開催当日は（　23-3036）

社会福祉協議会 
（   22-1294）
社会福祉協議会 
（   22-1309）
大須賀支所 地域支援係
（   48-1000）

I T サ ポート相談
（予約優先）

10/26（水）、11/24（木）、12/14（水）
13：30～16：00 中央図書館展示スペース IT政策課

（   21-1341）

福祉課 
（   21-1140）

ふくしあスクール開催
～ふくしあで学ぶ健康づくり～吉岡彌生記念館（☎74-5566）

入館料／ 小中学生無料
 一般200円※特別展開催時は別料金 
 ※子育て優待カードで入館料割引き
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
●【常設展】
　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」
　吉岡彌生の日常を知るための材料
として、当時の建物に関する資料や愛
用品などを中心に紹介。
●【秋のイベントデー】※終日入館無料
　10/16（日）10：00～15：30
　東京女子医大大東キャンパス祭に
合わせ、記念館ボランティアによるお
もてなしイベントを開催。
●【健康セミナー】
　9/24（土）13：30～15：00
詳しくは上記「催し物・教室」欄

今年度から、健康に役立つ内容を地
元の医師や専門家がお話しします。1回
目のテーマは「認知症予防」と「肩こり・
腰痛予防」です。講話と実技で、心と体
をリフレッシュ!※入場無料
とき　10月13日（木）13：30～15：00
 （13：15～受付）
ところ　中部ふくしあ（杉谷南）
対象　どなたでも40人
　電話、FAXまたはEメールで（申込順）
　中部ふくしあ（☎28-9713・FAX28-9714）
　東部ふくしあ（☎61-2900・FAX61-2901）
　西部ふくしあ（☎29-5977・FAX29-5978）
　大東ふくしあ（☎72-1116・FAX72-6789）
　大須賀ふくしあ（☎48-1007・FAX48-5996）
iryou@city.kakegawa.shizuoka.jp
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

～納税は口座振替が便利です～

内容　下垂木地区都市計画の変更
■縦覧
とき　9月12日（月）～26日（月）
ところ　市役所2階都市政策課
意見書の提出　9月27日（火）～10月
5日（水）に都市政策課へ提出

■公聴会
都市計画（案）について公開の場で

意見を述べることができます。
とき　9月30日（金）午前10時～
ところ　市役所4階会議室6
対象　どなたでも
意見を述べるには　都市政策課にあ
る公述申出書に記入し、9月20日
（火）午後5時（必着）までの平日午
前8時30分～午後5時15分に同課
へ提出。申し出が無かった場合、公
聴会は中止となります。

東遠広域都市計画（案）の
縦覧と公聴会

　 都市政策課（☎21-1151）

静岡県では、平成18年度から「働き
盛り世代の睡眠キャンペーン」に取り
組んでいます。
自分や周りの人の心、体の危険サイ

ンを見逃さないようにしましょう。早
めの相談や受診で、自殺の主な原因
である「うつ」の発症や自殺を未然に
防ぐことができます。
福祉課では「こころの健康相談」の

開催や電話・来所相談に随時対応して
います。気軽にご相談ください。

9月10日（土）～16 日（金）は
自殺予防週間

　 福祉課（☎21-1139）

掛川祭により、下記の日は市役所出
張所をお休みいたします。ご理解とご
協力をお願いします。
とき　10月8日（土）
ところ　市役所出張所（連雀）

市役所出張所
お休みのお知らせ
　 市民課（☎21-1141）

市外の認可外保育施設に通園中の
子どもも、新たに保育料助成制度の対
象となります（掛川市の認証基準を満
たす施設に通園中の場合に限る）。
上記施設に子どもが通園中の方は

お問い合わせください。
申請期間　9月30日（金）まで
申請方法　お問い合わせください。

協働保育園保育料
助成制度が変わります
　 こども希望課（☎21-1205）

国民健康保険税第3期、
固定資産税・都市計画税第3期の
納期限は10月5日（水）です

　 納税課（☎21-1206）

9/14（水）13：00～16：00
（12：15受付）
小笠山総合運動公園エコパ
1階大会運営室（袋井市）

9/22（木・祝）13：30～15：30
（13：00開場）
森町文化会館小ホール

9/22（木・祝）
静岡よみうりカントリークラブ
（家代）

9/24（土）14：00～15：45
生涯学習センター（御所原）

10/3（月）9：30～12：00
徳育保健センター（御所原）

掛川・磐田市内企業約30社による個別面談
持ち物　履歴書（複数枚ご用意ください）
　直接会場へ

大学教授や医療従事者によるシンポジウム
　氏名・住所・電話番号を伺います。電話で
申込（申込順）
プレー代は12,286円、セルフプレー代は
9,586円（飲食代は別途）
　9/14（水）までに電話で申込（空き状況
により大会前日まで受付可）

健康づくりや社員食堂のメニュー作りのコ
ツ、老化防止の食事法と健康美人について
　電話で申込（申込順）

講師は栄養士・鈴木順子さん
持ち物　三角巾、エプロン、ふきん2枚
　9/20（火）までに電話で申込（申込多数
のときは抽選）

障がい者就職面接会
　ハローワーク掛川
（☎22-4185・FAX22-9981）

市長杯市民ゴルフ大会
　大会事務局（☎26-2111）

タニタの健康セミナー
　ライフサポートセンターし
ずおか中東遠事務所
（☎0538-33-3715）

料理教室「発酵食品を使って」
　掛川いきいき食の会・近藤
（☎080-1568-5046）

障がいのある方で、
就職を希望する方
参加無料

どなたでも
200人
参加無料

どなたでも
参加無料

一般
10人程度
500円（材料費）

市内在住・在勤のア
マチュアゴルファー
（同伴者可）
2,160円（プレー代別）

10/7（金）13：00～
大日本報徳社（掛川）

10/15（土）8：30～10：30
①浜川新田地内（駐車場：
　大東総合運動場西側）
②沖之須地内（駐車場：
　旧大須賀体育館）

10/16（日）10：00～11：30
たまり～な（満水）

10/19（水）9：00～16：00
市役所玄関前集合

10/22（土）10：00～14：00
大須賀老人福祉センター
（西大渕）

10/23（日）8：00～
下垂木多目的広場ゆうゆう
パーク（下垂木）

10/25、11/29の火曜日
10：00～11：30（9：30受付）
あいり～な（掛川）

10/29（土）13：30～
大須賀老人福祉センター
（西大渕）

10～12月の金曜日
13：30～15：30
たまり～な（満水）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

国際交流に
興味のある方
15人
1,500円（弁当付き）

どなたでも
参加無料

どなたでも
100円（保険料
など）

どなたでも30人
参加無料（昼食
代は各自負担）

60歳以上
500円（昼食代
など）

中学3年生以上
の32チーム
5,000円/チーム

市内在住の、
0～1歳の子ども
の保護者30人
参加無料

60歳以上
30人
1,200円

どなたでも12人
16,000円
（3か月分）

姉妹都市ユージン市から大人の訪問団7人が来日し
ます。食事をしながら英語でお話ししませんか。
　電話（平日9：00～16：00）またはEメールで申込
（申込順）
2年前から植樹している防潮堤の下草刈りを行い、
海岸防災林を育成します。雨天決行
持ち物　帽子、タオル、軍手、飲み物、草刈り道具
（草刈り機は使用できません）
　直接会場へ
身体のゆがみを整える体操を学びましょう。自宅で
一人で行えるよう、実技を中心に市スポーツ推進委
員が指導します。
　電話で申込

1チーム5～10人（中学生および高校生のみのチー
ムは成人の引率者が必要）
　9/1（木）～25（日）に所定の申込書をFAXまた
は、さんりーな内の施設運営課へ直接提出で申込
（申込多数のときは抽選・火曜休館）

日常生活動作を測る体力テストです。シニアクラブ
会員特典あり。
　10/15（土）までに電話またはFAXで申込（申込順）

チュニック丈のブラウスを作ります。開催日はお問
い合わせください。
　9/1（木）～10/2（日）に直接来館で申込（申込順・火曜休館）

　9/20（火）必着で、ハガキに氏名、住所、電話番
号、子の年齢、参加動機を記入し、郵送（〒436-0068
御所原9-28）で申込（申込多数のときは抽選）。
3か月～未就園児の託児有り（別途要申込）

気軽に参加できます。おしゃれして楽しい時間を過
ごしましょう。たまり～なから送迎バスあり（20人ま
で）
　10/7（金）までに電話またはFAXで申込

姉妹都市交流ランチ会
　　NPO法人掛川国際交
流センター（☎24-5595）
kic@kakegawa-life.com

掛川を再発見するバスツアー
　産業労政課（☎21-1125）

健康な体の作り方講座
　　社会教育課
（☎21-1159）

ダンスパーティー
　　大須賀老人福祉セン
ター（☎48-5965・FAX
48-5006）
第17回ふれあいミニ
サッカー大会
　　NPO法人掛川市体育
協会（☎22-5553・FAX
22-1333）

育児力アップ教室（全2回）
　　保健予防課
（☎23-8111）

体力年齢測定会
　　高齢者生きがい活動
拠点事業事務局（☎24-
2754・FAX24-2735）
洋裁教室（全6回）
　　たまり～な
（☎24-2722）

みんなで育む地域医療
　f.a.n.地域医療を育む会
（☎・FAX72-2903）

はぐく

大日本報徳社、ステンドグラス美術館、松ヶ岡、撰要寺、
吉岡彌生記念館などを巡ります。
　掛川市勤労者協議会（☎22-3401）に電話で申込
（申込順）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
40歳以上で全回
参加できる方6人
3,200円
どなたでも20人
参加料はお問い
合わせください

どなたでも
相談無料

どなたでも
入場無料

生後3～12か月の
子・母10組
900円/回

大人3,000円
学生2,000円
家族4,500円
男女ペア5,000円
どなたでも
子ども個人200円
一般個人2,000円
一般団体3,000円
どなたでも
①1,000円/回
②500円/回

どなたでも
1,000円（80歳以上、
身障者は無料

10/3・17、11/7・21の月曜日
9：30～11：00
生涯学習センター（御所原）
10/5、11/9の水曜日13：30～
以降毎月第1水曜日
生涯学習センター（御所原）

10/16（日）9：30～15：30
大東キャンパス（下土方）

①10/17（月）13：30～
　シオーネ（大坂）
②11/15（火）12：30～
　中央図書館（掛川）
10/24・31、11/7・21、12/5・12、
H29/1/16・30、2/6・20、3/6・13の
月曜日10：00～
生涯学習センター（御所原）

11/6（日）10：00開始
（8：45受付）雨天決行
つま恋（満水）

12/3（土）12：00
美感ホール（亀の甲）

①毎週木曜日、毎月第2・4
日曜日②毎月第2・4日曜日
竹の丸（掛川）

10/7（金）10：00～（15：30迄受付）
浜松市役所本館6階
61会議室（浜松市中区）

おいしいそば打ちをあなたも体験してみま
せんか。
　9/15（木）までに電話で申込（申込順）
経験を問わず楽しめる、トランプを使った楽
しいカードゲーム（初めての方歓迎）
　電話で申込（申込順）
鑑定評価、価格、賃料、売買、交換、借地、借
家、相続、贈与など不動産に関する相談
　直接会場へ
模擬店、もちつき、献血など。土方地区の文
化交流祭も同時開催。約100台駐車可
　直接会場へ

音楽やリズム・歌に合わせて赤ちゃんの五感
や体幹をはぐくみましょう。
　電話で申込（申込順）

個人5㎞、10㎞、ファミリー、男女ペア3㎞
　10/14（金）までに大会ホームページを確
認の上申込
http//www.mawj.org/shizuoka/tsumagoi/

　10/15（土）までに郵送で実行委員会
（〒436-0073金城49-3）へ申込※公共施設
に申込書あり

①木曜日10：00～、日曜日10：15～、90分間
②9：30～、30分間
　電話で申込

①1人1首、詠草原稿。92円切手を貼った返
信用封筒が必要②1人2句、当季雑詠
　①9/20（火）までに②10/20（木）までに
郵送（〒436-0342上西郷2622）で申込

そば打ち体験（全4回）
　小山（☎090-9943-9150）

不動産無料相談会
　（公社）静岡県不動産鑑定
士協会（☎054-253-6715）
第19回東京女子医大
大東キャンパス祭
　大東キャンパス（☎63-2111）
短歌・俳句のつどい 
①短歌②俳句

　　掛川市文化協会（☎28-0124・
　　火曜日午前のみ）
赤ちゃんとママのリトミック&
リズム体操
　ピヨピヨクラブ・高垣
（☎26-0406）

童謡唱歌フェスティバル
　実行委員会・鈴木
（☎22-5936）

ヨーガ
①ヨーガ療法②笑いヨガ
　松浦（☎090-6618-8049）

チャリティマラソンinつま恋
　（一財）メイク・ア・ウィッシュ
オブジャパン静岡支部
（☎080-5181-4113）

コントラクトブリッジ同好会
　柴田（☎090-9352-4289）

潮騒の杜育樹祭
　地域支援課（☎21-1150）

しおさい もり

せんよう じ
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。

～納税は口座振替が便利です～

内容　下垂木地区都市計画の変更
■縦覧
とき　9月12日（月）～26日（月）
ところ　市役所2階都市政策課
意見書の提出　9月27日（火）～10月
5日（水）に都市政策課へ提出

■公聴会
都市計画（案）について公開の場で

意見を述べることができます。
とき　9月30日（金）午前10時～
ところ　市役所4階会議室6
対象　どなたでも
意見を述べるには　都市政策課にあ
る公述申出書に記入し、9月20日
（火）午後5時（必着）までの平日午
前8時30分～午後5時15分に同課
へ提出。申し出が無かった場合、公
聴会は中止となります。

東遠広域都市計画（案）の
縦覧と公聴会

　 都市政策課（☎21-1151）

静岡県では、平成18年度から「働き
盛り世代の睡眠キャンペーン」に取り
組んでいます。
自分や周りの人の心、体の危険サイ

ンを見逃さないようにしましょう。早
めの相談や受診で、自殺の主な原因
である「うつ」の発症や自殺を未然に
防ぐことができます。
福祉課では「こころの健康相談」の

開催や電話・来所相談に随時対応して
います。気軽にご相談ください。

9月10日（土）～16 日（金）は
自殺予防週間

　 福祉課（☎21-1139）

掛川祭により、下記の日は市役所出
張所をお休みいたします。ご理解とご
協力をお願いします。
とき　10月8日（土）
ところ　市役所出張所（連雀）

市役所出張所
お休みのお知らせ
　 市民課（☎21-1141）

市外の認可外保育施設に通園中の
子どもも、新たに保育料助成制度の対
象となります（掛川市の認証基準を満
たす施設に通園中の場合に限る）。
上記施設に子どもが通園中の方は

お問い合わせください。
申請期間　9月30日（金）まで
申請方法　お問い合わせください。

協働保育園保育料
助成制度が変わります
　 こども希望課（☎21-1205）

国民健康保険税第3期、
固定資産税・都市計画税第3期の
納期限は10月5日（水）です

　 納税課（☎21-1206）

9/14（水）13：00～16：00
（12：15受付）
小笠山総合運動公園エコパ
1階大会運営室（袋井市）

9/22（木・祝）13：30～15：30
（13：00開場）
森町文化会館小ホール

9/22（木・祝）
静岡よみうりカントリークラブ
（家代）

9/24（土）14：00～15：45
生涯学習センター（御所原）

10/3（月）9：30～12：00
徳育保健センター（御所原）

掛川・磐田市内企業約30社による個別面談
持ち物　履歴書（複数枚ご用意ください）
　直接会場へ

大学教授や医療従事者によるシンポジウム
　氏名・住所・電話番号を伺います。電話で
申込（申込順）
プレー代は12,286円、セルフプレー代は
9,586円（飲食代は別途）
　9/14（水）までに電話で申込（空き状況
により大会前日まで受付可）

健康づくりや社員食堂のメニュー作りのコ
ツ、老化防止の食事法と健康美人について
　電話で申込（申込順）

講師は栄養士・鈴木順子さん
持ち物　三角巾、エプロン、ふきん2枚
　9/20（火）までに電話で申込（申込多数
のときは抽選）

障がい者就職面接会
　ハローワーク掛川
（☎22-4185・FAX22-9981）

市長杯市民ゴルフ大会
　大会事務局（☎26-2111）

タニタの健康セミナー
　ライフサポートセンターし
ずおか中東遠事務所
（☎0538-33-3715）

料理教室「発酵食品を使って」
　掛川いきいき食の会・近藤
（☎080-1568-5046）

障がいのある方で、
就職を希望する方
参加無料

どなたでも
200人
参加無料

どなたでも
参加無料

一般
10人程度
500円（材料費）

市内在住・在勤のア
マチュアゴルファー
（同伴者可）
2,160円（プレー代別）

10/7（金）13：00～
大日本報徳社（掛川）

10/15（土）8：30～10：30
①浜川新田地内（駐車場：
　大東総合運動場西側）
②沖之須地内（駐車場：
　旧大須賀体育館）

10/16（日）10：00～11：30
たまり～な（満水）

10/19（水）9：00～16：00
市役所玄関前集合

10/22（土）10：00～14：00
大須賀老人福祉センター
（西大渕）

10/23（日）8：00～
下垂木多目的広場ゆうゆう
パーク（下垂木）

10/25、11/29の火曜日
10：00～11：30（9：30受付）
あいり～な（掛川）

10/29（土）13：30～
大須賀老人福祉センター
（西大渕）

10～12月の金曜日
13：30～15：30
たまり～な（満水）

内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

国際交流に
興味のある方
15人
1,500円（弁当付き）

どなたでも
参加無料

どなたでも
100円（保険料
など）

どなたでも30人
参加無料（昼食
代は各自負担）

60歳以上
500円（昼食代
など）

中学3年生以上
の32チーム
5,000円/チーム

市内在住の、
0～1歳の子ども
の保護者30人
参加無料

60歳以上
30人
1,200円

どなたでも12人
16,000円
（3か月分）

姉妹都市ユージン市から大人の訪問団7人が来日し
ます。食事をしながら英語でお話ししませんか。
　電話（平日9：00～16：00）またはEメールで申込
（申込順）
2年前から植樹している防潮堤の下草刈りを行い、
海岸防災林を育成します。雨天決行
持ち物　帽子、タオル、軍手、飲み物、草刈り道具
（草刈り機は使用できません）
　直接会場へ
身体のゆがみを整える体操を学びましょう。自宅で
一人で行えるよう、実技を中心に市スポーツ推進委
員が指導します。
　電話で申込

1チーム5～10人（中学生および高校生のみのチー
ムは成人の引率者が必要）
　9/1（木）～25（日）に所定の申込書をFAXまた
は、さんりーな内の施設運営課へ直接提出で申込
（申込多数のときは抽選・火曜休館）

日常生活動作を測る体力テストです。シニアクラブ
会員特典あり。
　10/15（土）までに電話またはFAXで申込（申込順）

チュニック丈のブラウスを作ります。開催日はお問
い合わせください。
　9/1（木）～10/2（日）に直接来館で申込（申込順・火曜休館）

　9/20（火）必着で、ハガキに氏名、住所、電話番
号、子の年齢、参加動機を記入し、郵送（〒436-0068
御所原9-28）で申込（申込多数のときは抽選）。
3か月～未就園児の託児有り（別途要申込）

気軽に参加できます。おしゃれして楽しい時間を過
ごしましょう。たまり～なから送迎バスあり（20人ま
で）
　10/7（金）までに電話またはFAXで申込

姉妹都市交流ランチ会
　　NPO法人掛川国際交
流センター（☎24-5595）
kic@kakegawa-life.com

掛川を再発見するバスツアー
　産業労政課（☎21-1125）

健康な体の作り方講座
　　社会教育課
（☎21-1159）

ダンスパーティー
　　大須賀老人福祉セン
ター（☎48-5965・FAX
48-5006）
第17回ふれあいミニ
サッカー大会
　　NPO法人掛川市体育
協会（☎22-5553・FAX
22-1333）

育児力アップ教室（全2回）
　　保健予防課
（☎23-8111）

体力年齢測定会
　　高齢者生きがい活動
拠点事業事務局（☎24-
2754・FAX24-2735）
洋裁教室（全6回）
　　たまり～な
（☎24-2722）

みんなで育む地域医療
　f.a.n.地域医療を育む会
（☎・FAX72-2903）

はぐく

大日本報徳社、ステンドグラス美術館、松ヶ岡、撰要寺、
吉岡彌生記念館などを巡ります。
　掛川市勤労者協議会（☎22-3401）に電話で申込
（申込順）

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料
40歳以上で全回
参加できる方6人
3,200円
どなたでも20人
参加料はお問い
合わせください

どなたでも
相談無料

どなたでも
入場無料

生後3～12か月の
子・母10組
900円/回

大人3,000円
学生2,000円
家族4,500円
男女ペア5,000円
どなたでも
子ども個人200円
一般個人2,000円
一般団体3,000円
どなたでも
①1,000円/回
②500円/回

どなたでも
1,000円（80歳以上、
身障者は無料

10/3・17、11/7・21の月曜日
9：30～11：00
生涯学習センター（御所原）
10/5、11/9の水曜日13：30～
以降毎月第1水曜日
生涯学習センター（御所原）

10/16（日）9：30～15：30
大東キャンパス（下土方）

①10/17（月）13：30～
　シオーネ（大坂）
②11/15（火）12：30～
　中央図書館（掛川）
10/24・31、11/7・21、12/5・12、
H29/1/16・30、2/6・20、3/6・13の
月曜日10：00～
生涯学習センター（御所原）

11/6（日）10：00開始
（8：45受付）雨天決行
つま恋（満水）

12/3（土）12：00
美感ホール（亀の甲）

①毎週木曜日、毎月第2・4
日曜日②毎月第2・4日曜日
竹の丸（掛川）

10/7（金）10：00～（15：30迄受付）
浜松市役所本館6階
61会議室（浜松市中区）

おいしいそば打ちをあなたも体験してみま
せんか。
　9/15（木）までに電話で申込（申込順）
経験を問わず楽しめる、トランプを使った楽
しいカードゲーム（初めての方歓迎）
　電話で申込（申込順）
鑑定評価、価格、賃料、売買、交換、借地、借
家、相続、贈与など不動産に関する相談
　直接会場へ
模擬店、もちつき、献血など。土方地区の文
化交流祭も同時開催。約100台駐車可
　直接会場へ

音楽やリズム・歌に合わせて赤ちゃんの五感
や体幹をはぐくみましょう。
　電話で申込（申込順）

個人5㎞、10㎞、ファミリー、男女ペア3㎞
　10/14（金）までに大会ホームページを確
認の上申込
http//www.mawj.org/shizuoka/tsumagoi/

　10/15（土）までに郵送で実行委員会
（〒436-0073金城49-3）へ申込※公共施設
に申込書あり

①木曜日10：00～、日曜日10：15～、90分間
②9：30～、30分間
　電話で申込

①1人1首、詠草原稿。92円切手を貼った返
信用封筒が必要②1人2句、当季雑詠
　①9/20（火）までに②10/20（木）までに
郵送（〒436-0342上西郷2622）で申込

そば打ち体験（全4回）
　小山（☎090-9943-9150）

不動産無料相談会
　（公社）静岡県不動産鑑定
士協会（☎054-253-6715）
第19回東京女子医大
大東キャンパス祭
　大東キャンパス（☎63-2111）
短歌・俳句のつどい 
①短歌②俳句

　　掛川市文化協会（☎28-0124・
　　火曜日午前のみ）
赤ちゃんとママのリトミック&
リズム体操
　ピヨピヨクラブ・高垣
（☎26-0406）

童謡唱歌フェスティバル
　実行委員会・鈴木
（☎22-5936）

ヨーガ
①ヨーガ療法②笑いヨガ
　松浦（☎090-6618-8049）

チャリティマラソンinつま恋
　（一財）メイク・ア・ウィッシュ
オブジャパン静岡支部
（☎080-5181-4113）

コントラクトブリッジ同好会
　柴田（☎090-9352-4289）

潮騒の杜育樹祭
　地域支援課（☎21-1150）
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お茶の産地掛川ならではの、スイー
ツ・ドリンクのレシピおよびお茶の活用
術を募集します。入賞作品は市が発行
する緑茶健康レシピ集に掲載します。
募集内容　①レシピ：緑茶を活用した
スイーツ・ドリンクのオリジナルレシ
ピ②お茶活用術：家伝、口伝またはオ
リジナルの日常生活での活用術

応募方法　10月31日（月）までに、応
募用紙に記入の上完成品の写真を
添えて、郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）、Eメールまたは直接提出で
応募（FAX不可）※必着

※応募用紙は市役所、大東・大須賀支
所にあります。市ホームページ（「市
民の皆様」－「健康」－「かけがわお
茶レシピコンテスト」）からもダウン
ロード可。希望者には郵送します。

※審査のポイントや作品の取り扱い
など、詳しくは応募用紙に記載の募
集要項をご覧ください。

対象　市民・地域による自主または共
同創作で「アート」×「茶」などテー
マ性を持った事業（作品展示、パ
フォーマンス、ワークショップ、カ
フェなど）

支援内容　事業費補助、広報、プロ
デュースなど

応募要件　事業趣旨に賛同し、茶エン
ナーレを一緒に盛り上げてくれる
個人やグループ

応募方法　10月14日（金）までに申
請書類を直接提出または郵送
（〒436-8650長谷1-1-1）で応募

　※当日消印有効
※詳しくはホームページ（http：//www.
　chaennale.jp/）をご覧ください。

新卒者でも、有資格者でも参加で
きる個別相談会です。※申込不要
とき　10月23日（日）
　午前10時～午後3時
ところ　徳育保健センター（御所
原）直接お越しいただくか、掛川
駅南口バスレーンから送迎用マ
イクロバスをご利用ください（午
前9時45分発、午後1時発の2回
運行）。

対象　①大学・専門学校などに在学
中で平成29年3月卒業見込みの
方

②有資格者ですぐに働きたい方（短
時間なら・子どもを預けられるな
ら働きたい、など）

③子育てに関する仕事に携わりた
い方

内容　市内法人による個別就職相
談と説明、免許更新手続きの相談
と説明

募集先　市内保育園、幼稚園、認定
こども園、学童保育所など

※託児が必要な方は事前にこども
政策課へ電話でお申し込みくだ
さい。

市内保育士・幼稚園教諭の仕事応援相談会
　 こども政策課（☎21-1211）

第3回かけがわお茶レシピ
グランプリ

　　 お茶振興課（☎21-1216）
ocha@city.kakegawa.shizuoka.jp

地方創生の実現に向けた
規制改革に関する提案の募集

　 県地域計画課
（☎054-221-2220）
　 市企画政策課

（FAX21-1167）〒436-8650長谷1-1-1

姉妹都市米国ユージン市から、掛川
祭を楽しみに大人の訪問団7人が訪
れます。一緒にお祭りを楽しんでくれ
る家庭を募集します。
とき　10月7日（金）～10日（月・祝）
募集　4家庭程度
申込　9月5日（月）以降に電話（平日
午前9時～午後4時）またはEメール
で応募（申込順）

県では、県や県内市町の条例などに
基づく規制のうち、人口減少の克服を
目指す地方創生の阻害要因となるも
のについて、具体的な改革の提案を
募集しています。
応募方法　県ホームページで電子申
請するか、以下の①～⑤を記入した
提案書を、市企画政策課に郵送また
はFAXで応募

　①提案事項名②提案する具体的な
規制改革の内容③具体的な支障事
例など④規制条例などの具体名
（お分かりの場合に記入ください）
⑤提案者情報（氏名、住所、電話番
号は必須）

※詳しくは、県ホームページをご覧い
ただくかお問い合わせください。

国際姉妹都市交流事業
ホストファミリーを
してみませんか

　　NPO法人掛川国際交流センター
（☎24-5595）

kic@kakegawa-life.com

かけがわ茶エンナーレ
エントリー事業1次募集
　　 実行委員会（文化振興課）

（☎21-1126）

食生活や運動、生きがい、社会参
加、健康学習など、市民が長く健康で
いられるために心がけることを宣言と
して募集します。
応募方法　10月31日（月）までに、応
募用紙または任意の用紙へ、宣言
の内容、住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号、性別、学生は学校名・
学年を記入の上、下記のいずれか
の方法で応募

　①市役所1階高齢者支援課または
各ふくしあへ直接提出②徳育保健
センター内保健予防課へ直接提出、
郵送（〒436-0068御所原9-28）、
FAXまたはEメールで応募※当日
消印有効

掛川市民芸術祭
ボランティアスタッフ募集
　　文化振興課（☎21-1126）

かけがわ生涯お達者市民
宣言募集
　　 保健予防課

（☎23-8111・FAX23-9555
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

平成28年8月15日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 224 6,166,180
 法人 336 170,859,338
 団体 180 9,885,874
 合計 740 186,911,392

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）
北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）

（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）

9/ 3 （土）
 4 （日）
 10 （土）
 11 （日）
 17 （土）
 18 （日）
 19 （月・祝）
 22 （木・祝）
 24 （土）
 25 （日）

9/ 3 （土）
 4 （日）
 10 （土）
 11 （日）
 17 （土）
 18 （日）
 19 （月・祝）
 22 （木・祝）
 24 （土）
 25 （日）

9月上旬に、対象と考えられる方へ
「申請書」を送付します。必要事項を記
入の上、提出（郵送可）してください。
書類審査や振込先口座の確認などの
後、給付金を振り込みます。
①の支給対象者、支給額
平成28年1月1日時点で掛川市に住

民登録があり、平成28年度分の住民税
が課税されていない方（住民税が課税
されている方の被扶養者、生活保護の
受給者などは対象外）。対象者1人につ
き3,000円
②の支給対象者、支給額
平成28年度臨時福祉給付金の支給

対象者のうち、平成28年5月分の障害
基礎年金、遺族基礎年金などを受給し
ている方（高齢者向けの年金生活者等
支援臨時福祉給付金を受給した方は
対象外）。対象者1人につき30,000円
受付期間　9月1日（木）～12月28日
（水）※当日消印有効

受付会場　市役所3階会議室（平日の
午前8時30分～午後5時15分）

申請は12月28日（水）まで
①臨時福祉給付金

②障害・遺族基礎年金
受給者支援給付金

　　 福祉課臨時福祉給付金窓口
（☎21-1217）

市民による多彩な芸術作品の数々
にふれてみましょう。
今年度は部門ごとに2期間2会場

で、市民や高校生のみなさんから寄せ
られた力作を会場いっぱいに展示し
ます。
【作品展示】
■書道・写真・ノンジャンル部門
とき　9月17日（土）～25日（日）
　午前9時～午後5時
　※開催期間中は無休
ところ　大日本報徳社（掛川）
■絵画・彫刻・手工芸部門
とき　10月15日（土）～23日（日）
　午前9時～午後5時
　※20日（木）は午後7時まで
　開催期間中は無休
ところ　大東図書館（大坂）

調査の趣旨をご理解いただき、調査
票にご記入ください。
実施主体　総務省統計局
調査対象　一定方法で抽出された世帯
基準日　10月20日（木）
実施方法　調査員（知事が任命した地
方公務員）が10月6日（木）ごろから
調査世帯を訪問し調査票を配布。
10月下旬に再訪問し調査票を回収

調査項目　趣味・娯楽などの生活行
動、1日の生活時間など

※個人情報は、統計法に基づき厳重に
保護されます。詳しくはお問い合わ
せください。

農振農用地区域に指定されている
土地に住宅などを建築する場合は、農
用地区域からの除外が必要です。
除外申請は、農用地利用計画変更

要件を満たすものでなければ受け付
けられませんので、必ず事前にご相談
ください。また、除外申請はほかの法
令との調整可能なものに限られます。
申請期間　10月3日（月）～20日（木） 

芸術の秋の始まりです
平成28年度掛川市民芸術祭
　 文化振興課（☎21-1126）

農振農用地指定の
除外申請受付

　 　農林課（☎21-1147）

渋滞が予想されます。最新の交通
情報をご確認ください。
区間　東京IC～春日井IC間
期間　9月26日（月）～10月7日（金）
終日※昼夜連続車線規制。土日は
除く

※詳しくはNEXCOホームページ
（http：//www.c-nexco.co.jp）や
東名ハイウェイテレフォン（携帯電
話#8162）などでご確認ください。

9月26日（月）～10月7日（金）
東名高速道路集中工事
　NEXCO中日本お客さまセンター

（☎0120-922-229・24時間年中無休）

社会生活基本調査が
行われます

　県統計調査課（☎054-221-2236）

相続登記を放置すると所有者の把
握が困難になり、産業推進や地域活性
化、安全・安心な暮らしの妨げになり
ます。次世代の子どもたちのために相
続登記をしましょう。
■相談窓口はこちら
・静岡県司法書士会「司法書士総合
相談センターしずおか」/相続登記
など（☎054-289-3704）

　月～金曜日・午後2時～5時・無料
・静岡地方法務局掛川支局/相続登記など
　（☎22-5538）予約制
・静岡県土地家屋調査士会/建物の
新築に伴う登記など
（☎054-282-0600）

相続登記はお済みですか
　 静岡地方法務局掛川支局

（☎22-5538）
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お茶の産地掛川ならではの、スイー
ツ・ドリンクのレシピおよびお茶の活用
術を募集します。入賞作品は市が発行
する緑茶健康レシピ集に掲載します。
募集内容　①レシピ：緑茶を活用した
スイーツ・ドリンクのオリジナルレシ
ピ②お茶活用術：家伝、口伝またはオ
リジナルの日常生活での活用術

応募方法　10月31日（月）までに、応
募用紙に記入の上完成品の写真を
添えて、郵送（〒436-8650長谷
1-1-1）、Eメールまたは直接提出で
応募（FAX不可）※必着

※応募用紙は市役所、大東・大須賀支
所にあります。市ホームページ（「市
民の皆様」－「健康」－「かけがわお
茶レシピコンテスト」）からもダウン
ロード可。希望者には郵送します。

※審査のポイントや作品の取り扱い
など、詳しくは応募用紙に記載の募
集要項をご覧ください。

対象　市民・地域による自主または共
同創作で「アート」×「茶」などテー
マ性を持った事業（作品展示、パ
フォーマンス、ワークショップ、カ
フェなど）

支援内容　事業費補助、広報、プロ
デュースなど

応募要件　事業趣旨に賛同し、茶エン
ナーレを一緒に盛り上げてくれる
個人やグループ

応募方法　10月14日（金）までに申
請書類を直接提出または郵送
（〒436-8650長谷1-1-1）で応募

　※当日消印有効
※詳しくはホームページ（http：//www.
　chaennale.jp/）をご覧ください。

新卒者でも、有資格者でも参加で
きる個別相談会です。※申込不要
とき　10月23日（日）
　午前10時～午後3時
ところ　徳育保健センター（御所
原）直接お越しいただくか、掛川
駅南口バスレーンから送迎用マ
イクロバスをご利用ください（午
前9時45分発、午後1時発の2回
運行）。

対象　①大学・専門学校などに在学
中で平成29年3月卒業見込みの
方

②有資格者ですぐに働きたい方（短
時間なら・子どもを預けられるな
ら働きたい、など）

③子育てに関する仕事に携わりた
い方

内容　市内法人による個別就職相
談と説明、免許更新手続きの相談
と説明

募集先　市内保育園、幼稚園、認定
こども園、学童保育所など

※託児が必要な方は事前にこども
政策課へ電話でお申し込みくだ
さい。

市内保育士・幼稚園教諭の仕事応援相談会
　 こども政策課（☎21-1211）

第3回かけがわお茶レシピ
グランプリ

　　 お茶振興課（☎21-1216）
ocha@city.kakegawa.shizuoka.jp

地方創生の実現に向けた
規制改革に関する提案の募集

　 県地域計画課
（☎054-221-2220）
　 市企画政策課

（FAX21-1167）〒436-8650長谷1-1-1

姉妹都市米国ユージン市から、掛川
祭を楽しみに大人の訪問団7人が訪
れます。一緒にお祭りを楽しんでくれ
る家庭を募集します。
とき　10月7日（金）～10日（月・祝）
募集　4家庭程度
申込　9月5日（月）以降に電話（平日
午前9時～午後4時）またはEメール
で応募（申込順）

県では、県や県内市町の条例などに
基づく規制のうち、人口減少の克服を
目指す地方創生の阻害要因となるも
のについて、具体的な改革の提案を
募集しています。
応募方法　県ホームページで電子申
請するか、以下の①～⑤を記入した
提案書を、市企画政策課に郵送また
はFAXで応募

　①提案事項名②提案する具体的な
規制改革の内容③具体的な支障事
例など④規制条例などの具体名
（お分かりの場合に記入ください）
⑤提案者情報（氏名、住所、電話番
号は必須）

※詳しくは、県ホームページをご覧い
ただくかお問い合わせください。

国際姉妹都市交流事業
ホストファミリーを
してみませんか

　　NPO法人掛川国際交流センター
（☎24-5595）

kic@kakegawa-life.com

かけがわ茶エンナーレ
エントリー事業1次募集
　　 実行委員会（文化振興課）

（☎21-1126）

食生活や運動、生きがい、社会参
加、健康学習など、市民が長く健康で
いられるために心がけることを宣言と
して募集します。
応募方法　10月31日（月）までに、応
募用紙または任意の用紙へ、宣言
の内容、住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号、性別、学生は学校名・
学年を記入の上、下記のいずれか
の方法で応募

　①市役所1階高齢者支援課または
各ふくしあへ直接提出②徳育保健
センター内保健予防課へ直接提出、
郵送（〒436-0068御所原9-28）、
FAXまたはEメールで応募※当日
消印有効

掛川市民芸術祭
ボランティアスタッフ募集
　　文化振興課（☎21-1126）

かけがわ生涯お達者市民
宣言募集
　　 保健予防課

（☎23-8111・FAX23-9555
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp

平成28年8月15日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 224 6,166,180
 法人 336 170,859,338
 団体 180 9,885,874
 合計 740 186,911,392

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
企画政策課（☎21-1127）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）
北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）

（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-5030）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）

9/ 3 （土）
 4 （日）
 10 （土）
 11 （日）
 17 （土）
 18 （日）
 19 （月・祝）
 22 （木・祝）
 24 （土）
 25 （日）

9/ 3 （土）
 4 （日）
 10 （土）
 11 （日）
 17 （土）
 18 （日）
 19 （月・祝）
 22 （木・祝）
 24 （土）
 25 （日）

9月上旬に、対象と考えられる方へ
「申請書」を送付します。必要事項を記
入の上、提出（郵送可）してください。
書類審査や振込先口座の確認などの
後、給付金を振り込みます。
①の支給対象者、支給額
平成28年1月1日時点で掛川市に住

民登録があり、平成28年度分の住民税
が課税されていない方（住民税が課税
されている方の被扶養者、生活保護の
受給者などは対象外）。対象者1人につ
き3,000円
②の支給対象者、支給額
平成28年度臨時福祉給付金の支給

対象者のうち、平成28年5月分の障害
基礎年金、遺族基礎年金などを受給し
ている方（高齢者向けの年金生活者等
支援臨時福祉給付金を受給した方は
対象外）。対象者1人につき30,000円
受付期間　9月1日（木）～12月28日
（水）※当日消印有効

受付会場　市役所3階会議室（平日の
午前8時30分～午後5時15分）

申請は12月28日（水）まで
①臨時福祉給付金

②障害・遺族基礎年金
受給者支援給付金
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▲色とりどりの遠州横須賀凧を眺める来館者

卓球ラージボール
全国大会で優勝8/4旬の果実を味わって

果樹公園フェア開催8/11

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

宿場町にアートを演出
日坂宿でGAW展開催

お茶の色で遊ぼう
茶エンナーレセッション8/11

8/15

森林果樹公
園で果樹公園
フェアが開催
され、約650人
が来園しまし
た。フェアは平
成9年に収穫祭
として始まり、
以降毎年開催さ
れています。
当日は、園
内で栽培され
た果樹の販売
をはじめカッ
トフルーツや
ジュースの無
料提供、スイ
カ割りなどを実施。梨の無料もぎ取り体験で
は、参加者らがたわわに実った梨を楽しそう
に取っていました。

▲賞状とメダルを披露する袴田さん（右）

全国ラージボール卓球大会が6月30日から埼
玉県で開催され、袴田弘子さん（新町）が混
合ダブルス160（ペアの合計年齢160歳以上）
の部で優勝しました。袴田さんは掛川市役所

を訪れ、松井
市長に喜びを
報告しました。
全国大会出

場は今年で9年
連続。女子シ
ングルス、女
子ダブルスで
の優勝経験も
あります。
今回は女子

シングルス85
（85歳以上の
部）でも3位に
入賞しました。

　
　

　

71回目の終戦記念日
追悼式で平和の誓い新たに

▲戦没者追悼式で献花をする戦没者のひ孫たち

終戦記念日、市生涯学習センターで掛川市
戦没者追悼式が行われました。遺族や市民ら
約600人が参列し、2,931柱の戦没者の御霊を
慰めるとともに、平和への誓いを新たにしま
した。全員で犠牲者に黙祷をささげた後、松
井市長は「戦争の悲惨さと平和の尊さを、次
世代にしっかりと伝え、平和の実現に向けて
努力します」と式辞を述べました。

▲作品が展示された日坂宿旅籠屋のひとつ「萬屋」

日坂宿で、「GAW展（Golden-gai Art Waves）」
が同実行委員会と日坂地区まちづくり協議会
の共催で開催されました。同展は平成11年に新
宿ゴールデン街（歌舞伎町）で始まった町並
みアート展。県内外の作家約100人が、民家
の軒先や壁、路地、旅籠屋などで作品を披露
しました。訪れた観光客は足を止め、地域文
化と現代美術の共演に見入っていました。

60点以上の力作ずらり
遠州横須賀凧作品展 7/23～8/278/2～31

江戸時代から横須賀地区に伝わる遠州横須
賀凧の作品展が、大須賀図書館2階ギャラリー
で開催され、多くの来館者を楽しませました。
制作者は地元の凧愛好家で「巴会」の石川
昇会長。会場には、武器のほこに似せたとい
われる「とんがり」や、徳川方と武田方の戦
の様子を表したといわれる「巴」など、彩り
豊かな凧13種類、約65点が並びました。

ともえ

▲この日制作した作品は11月下旬まで市役所内に展示しています。　　　　　　　

掛川オリジナルの茶文化を創造するアート
プロジェクト「かけがわ茶エンナーレ」の第
1回セッションが「たまり～な」で開かれ、多
くの親子連れでにぎわいました。
講師は、現代美術作家の船井美佐さん。参
加者は、青色と黄色を混ぜ合わせてお茶にち
なんだ「緑色」をつくると、麻布に思い思い
の色と絵を描き込んでアートを楽しみました。

「（仮称）掛川あそび
保育園」新築工事の安
全祈願祭が8月2日、岡
津地内で行われました。
同園を運営するのは、
浜松市や袋井市で4園

を経営している株式会社あそび学園（馬塚孝雅
社長）。掛川市内での運営は今回が初めてです。
園舎は、鉄骨造2階建て、延べ床面積1,684平
方㍍。定員は120人。市が建設費の一部を補助
します。完成は平成29年3月下旬で、同年4月か
ら開園する予定です。

大坂小学校体育館建て替え工事の安全祈願祭
が7月21日、現地で行われました。既存の体育
館は、昭和47年に建設されたもので、老朽化が
著しいことから、現在地の北側に建設されます。
新体育館は、鉄骨造平屋建て。開口部を大き
くし、風通しと日照
を確保したほか、広
域避難所としての防
災面にも優れていま
す。事業費は3億8千
万円。完成は平成29
年2月末です。

「かけがわSTOP温暖化パートナーシップ協定」
締結式が8月9日、掛川市役所で行われました。効率
の良い工場稼動や照明のLED化による省エネ対策、
地域の環境学習への参加などを盛り込んだ協定書
を、松井市長と佐々木
製茶㈱の佐々木余志彦社
長が取り交わしました。
この協定は、市民、
事業者、行政が協働
し、地球温暖化対策の
効果を高めようという
もの。今回の協定は、
市内14事業所目です。

▲大きな梨を見つけて手を伸ばす親子

教育・子育ての充実へ

大坂小体育館の建て替え始まる
現6年生は来春、新しい体育館で卒業式

定員120人の認可保育所建設開始
市内初となる株式会社運営の保育園

▲大坂小学校体育館完成イメージ

STOP温暖化パートナーシップ
佐々木製茶と協定締結

▲協定を締結した佐々木社長
　（左）と松井市長

は たご や

み たま

もく とう

25 24



▲色とりどりの遠州横須賀凧を眺める来館者

卓球ラージボール
全国大会で優勝8/4旬の果実を味わって

果樹公園フェア開催8/11

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

宿場町にアートを演出
日坂宿でGAW展開催

お茶の色で遊ぼう
茶エンナーレセッション8/11

8/15

森林果樹公
園で果樹公園
フェアが開催
され、約650人
が来園しまし
た。フェアは平
成9年に収穫祭
として始まり、
以降毎年開催さ
れています。
当日は、園
内で栽培され
た果樹の販売
をはじめカッ
トフルーツや
ジュースの無
料提供、スイ
カ割りなどを実施。梨の無料もぎ取り体験で
は、参加者らがたわわに実った梨を楽しそう
に取っていました。

▲賞状とメダルを披露する袴田さん（右）

全国ラージボール卓球大会が6月30日から埼
玉県で開催され、袴田弘子さん（新町）が混
合ダブルス160（ペアの合計年齢160歳以上）
の部で優勝しました。袴田さんは掛川市役所

を訪れ、松井
市長に喜びを
報告しました。
全国大会出

場は今年で9年
連続。女子シ
ングルス、女
子ダブルスで
の優勝経験も
あります。
今回は女子

シングルス85
（85歳以上の
部）でも3位に
入賞しました。

　
　

　

71回目の終戦記念日
追悼式で平和の誓い新たに

▲戦没者追悼式で献花をする戦没者のひ孫たち

終戦記念日、市生涯学習センターで掛川市
戦没者追悼式が行われました。遺族や市民ら
約600人が参列し、2,931柱の戦没者の御霊を
慰めるとともに、平和への誓いを新たにしま
した。全員で犠牲者に黙祷をささげた後、松
井市長は「戦争の悲惨さと平和の尊さを、次
世代にしっかりと伝え、平和の実現に向けて
努力します」と式辞を述べました。

▲作品が展示された日坂宿旅籠屋のひとつ「萬屋」

日坂宿で、「GAW展（Golden-gai Art Waves）」
が同実行委員会と日坂地区まちづくり協議会
の共催で開催されました。同展は平成11年に新
宿ゴールデン街（歌舞伎町）で始まった町並
みアート展。県内外の作家約100人が、民家
の軒先や壁、路地、旅籠屋などで作品を披露
しました。訪れた観光客は足を止め、地域文
化と現代美術の共演に見入っていました。

60点以上の力作ずらり
遠州横須賀凧作品展 7/23～8/278/2～31

江戸時代から横須賀地区に伝わる遠州横須
賀凧の作品展が、大須賀図書館2階ギャラリー
で開催され、多くの来館者を楽しませました。
制作者は地元の凧愛好家で「巴会」の石川
昇会長。会場には、武器のほこに似せたとい
われる「とんがり」や、徳川方と武田方の戦
の様子を表したといわれる「巴」など、彩り
豊かな凧13種類、約65点が並びました。

ともえ

▲この日制作した作品は11月下旬まで市役所内に展示しています。　　　　　　　

掛川オリジナルの茶文化を創造するアート
プロジェクト「かけがわ茶エンナーレ」の第
1回セッションが「たまり～な」で開かれ、多
くの親子連れでにぎわいました。
講師は、現代美術作家の船井美佐さん。参
加者は、青色と黄色を混ぜ合わせてお茶にち
なんだ「緑色」をつくると、麻布に思い思い
の色と絵を描き込んでアートを楽しみました。

「（仮称）掛川あそび
保育園」新築工事の安
全祈願祭が8月2日、岡
津地内で行われました。
同園を運営するのは、
浜松市や袋井市で4園

を経営している株式会社あそび学園（馬塚孝雅
社長）。掛川市内での運営は今回が初めてです。
園舎は、鉄骨造2階建て、延べ床面積1,684平
方㍍。定員は120人。市が建設費の一部を補助
します。完成は平成29年3月下旬で、同年4月か
ら開園する予定です。

大坂小学校体育館建て替え工事の安全祈願祭
が7月21日、現地で行われました。既存の体育
館は、昭和47年に建設されたもので、老朽化が
著しいことから、現在地の北側に建設されます。
新体育館は、鉄骨造平屋建て。開口部を大き
くし、風通しと日照
を確保したほか、広
域避難所としての防
災面にも優れていま
す。事業費は3億8千
万円。完成は平成29
年2月末です。

「かけがわSTOP温暖化パートナーシップ協定」
締結式が8月9日、掛川市役所で行われました。効率
の良い工場稼動や照明のLED化による省エネ対策、
地域の環境学習への参加などを盛り込んだ協定書
を、松井市長と佐々木
製茶㈱の佐々木余志彦社
長が取り交わしました。
この協定は、市民、
事業者、行政が協働
し、地球温暖化対策の
効果を高めようという
もの。今回の協定は、
市内14事業所目です。

▲大きな梨を見つけて手を伸ばす親子

教育・子育ての充実へ

大坂小体育館の建て替え始まる
現6年生は来春、新しい体育館で卒業式

定員120人の認可保育所建設開始
市内初となる株式会社運営の保育園

▲大坂小学校体育館完成イメージ

STOP温暖化パートナーシップ
佐々木製茶と協定締結

▲協定を締結した佐々木社長
　（左）と松井市長

は たご や

み たま

もく とう

25 24



住民基本台帳人口 117,752人 （－27） 58,866人（－12） 58,886人（－15） 43,291（－18）
 日本人 114,089人 （－26） 57,202人（－17） 56,887人（－  9） 41,457（－18）
 外国人 3,663人 （－  1）   1,664人（＋  5）   1,999人（－  6）   1,834（±  0）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（8月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市

つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

9
・
10
月

ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 9/10（土）・25（日）、10/8（土）・23（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　9/27（火）、10/25（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　9/20（火）、10/18（火）9：15～13：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

蔵
ま
ち
に
椅
子
の
激
走
音
響
く

い
す
―
1
G
P
奥
州
え
さ
し
大
会

▲選手たちはスピードを出しやすい後ろ向きで走った
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た

（
10
、
11
㌻
参
照
）
。

日
ご
ろ
か
ら
運
動
不
足
の
私
。
ご

み
袋
片
手
に
、
四
方
に
分
か
れ
て
散

ら
ば
っ
て
い
く
み
な
さ
ん
の
写
真
を

撮
ろ
う
と
走
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
!

こ
ん
な
と
き
、
普
段
体
を
鍛
え
て

い
た
ら
、
き
っ
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ

く
取
材
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
い
つ

か
運
動
し
よ
う
、
い
つ
か
…
。
あ

ら
?
少
し
前
の
こ
の
欄
で
も
似
た
こ

と
を
言
っ
た
よ
う
な
。 

　
　（
岡
）

市 度
市
内
各
地
の
お
も
し
ろ
い
話
題

や
魅
力
を
発
信
す
る
「
掛
川
市
市

民
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
。
平

成
28
年
度
は
６
人
に
委
嘱
さ
れ
、

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
は
今
年
で
３
年
目
。
20

〜
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層

が
、
地
域
の
話
題
を
市
民
目
線
で

掘
り
起
こ
し
、
写
真
や
動
画
を
投

稿
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
地
域
の
話
題
や
イ
ベ
ン
ト

を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

投
稿
さ
れ
た
記
事
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
観
光
的
な
要
素
の
あ

る
記
事
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
掛

川
観
光
ホ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ン
バ
ー
】
足
立
章
江
さ
ん

（
下
垂
木
）
、
内
山
杏
さ
ん
（
下

垂
木
）
、
佐
藤
典
雄
さ
ん
（
倉

真
）
、
鈴
木
さ
え
こ
さ
ん
（
大

渕
）
、
戸
塚
順
一
さ
ん
（
山

崎
）
、
松
下
文
香
さ
ん
（
中
）

きんじろうくん

20

市
役
所
東
隣
に
位
置
す
る
掛
川
事

業
所
は
、
今
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
支
え
る
I

C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
機
器
の
開

発
・
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
44
年
に
静
岡
日
本
電
気
と
し

て
創
業
。
平
成
13
年
の
社
名
変
更
を

経
て
、
平
成
26
年
7
月
に
N
E
C
系

列
4
社
が
統
合
し
た
現
在
の
形
に
な

り
ま
し
た
。
本
社
は
東
京
で
、
掛
川

事
業
所
の
従
業
員
数
は
約
千
人
。
主

力
商
品
は
、
ル
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
で
す
。

特
長
は
、
事
業
所
内
で
開
発
か
ら

発
送
ま
で
を
完
結
し
て
い
る
こ
と
。

「
通
信
事
業
者
の
在
庫
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
ル
ー
タ
の
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ

ム
に
加
え
て
、
レ
ン
タ
ル
機
器
を
回

収
後
に
工
場
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

取
り
組
み
は
、
全
国
で
も
こ
の
事
業

所
の
み
。
数
々
の
環
境
表
彰
を
受
賞

す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
」

と
人
事
総
務
部
の
馬
渕
俊
弘
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
に
こ
や
か
に
語
り
ま
す
。

ま
た
、
家
電
量
販
店
で
販
売
さ
れ

て
い
る
ル
ー
タ
は
、
高
度
な
ア
ン
テ

ナ
技
術
を
駆
使
し
て
高
速
通
信
を
可

能
に
す
る
な
ど
し
、
業
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
シ
ェ
ア
30
%
以
上
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
ル
ー
タ
に
N
E
C
の

マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
掛
川
で

生
産
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

西南郷地区
NECプラットフォームズ㈱
掛川事業所
掛川完結型システムが生み出す
環境にやさしいレンタル・リサイクル

▲自慢の通信機器を手にする野村護所長と茶きんちゃん

原野谷川で水生生物調査　石川喜隆さん
（緑ヶ丘）

原
野
谷
川
の
水
生
生
物
を
採
取
し
、

水
質
を
調
べ
て
環
境
へ
の
理
解
を
深

め
る
「
親
子
水
生
生
物
教
室
」
で
、

長
年
講
師
を
務
め
る
の
は
、
今
年
で

80
歳
を
迎
え
た
石
川
喜
隆
さ
ん
。

元
中
学
校
教
諭
で
理
科
を
教
え
て

い
た
と
い
う
石
川
さ
ん
が
、
最
初
に

講
師
の
依
頼
を
受
け
た
の
は
、
退
職

か
ら
1
年
後
の
平
成
7
年
。
微
生
物

の
働
き
や
、
水
生
生
物
か
ら
川
の
水

質
を
学
ぶ
講
座
「
わ
ん
ぱ
く
水
の
探

偵
団
」
が
始
ま
り
で
、
以
来
、
新
市

合
併
後
に
今
の
親
子
参
加
型
の
教
室

へ
形
を
変
え
て
も
、
継
続
し
て
講
師

を
務
め
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
8
月
に
6
組
の
親
子
と

「
は
ら
や
親
水
公
園
」
内
で
調
査
を

実
施
。
4
段
階
評
価
で
最
高
の
水
質

に
住
む
と
い
う
ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ
や
ト

ビ
ケ
ラ
な
ど
の
生
息
を
確
認
し
た
そ

う
で
す
。
「
講
座
を
始
め
た
当
時

は
2
番
目
の
『
や
や
き
れ
い
な
水
』

判
定
。
10
年
前
ま
で
は
ト

ビ
ケ
ラ
な
ど
の
生
物
を
ほ

と
ん
ど
見
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
水
質
が
改
善
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

「
家
庭
か
ら
出
る
雑
排

水
が
川
の
水
の
汚
れ
の
大

き
な
原
因
の
一
つ
だ
と
い

う
こ
と
を
子
ど
も
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
石
川
さ
ん
。

「
身
近
な
生
き
物
を
通
じ
て
、
子
ど

も
の
う
ち
に
水
質
へ
の
関
心
が
高
ま

れ
ば
、
大
人
に
な
っ
て
も
き
れ
い
な

水
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
と
願
っ
て
い
ま
す
」
。

こ
れ
ま
で
受
講
し
た
子
ど
も
は
延

べ
8
0
0
人
以
上
。
体
が
動
く
間
は

講
師
を
続
け
て
い
き
た
い
と
、
充
実

感
を
に
じ
ま
せ
る
石
川
さ
ん
の
思
い

と
と
も
に
、
水
へ
の
高
い
意
識
が
市

民
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼原野谷川で水生生物を調べる
　参加者と石川さん（右）

民目線で各地の話題を提供
 市民広報レポーター制

ふ
み

も
も

え

あ
や
か

市民レポーターのジャケット
や腕章が目印！取材にご協力
ください。

市民広報レポーター
のページ

企画政策課（☎21-1128）
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住民基本台帳人口 117,752人 （－27） 58,866人（－12） 58,886人（－15） 43,291（－18）
 日本人 114,089人 （－26） 57,202人（－17） 56,887人（－  9） 41,457（－18）
 外国人 3,663人 （－  1）   1,664人（＋  5）   1,999人（－  6）   1,834（±  0）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（8月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市

つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

9
・
10
月

ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 9/10（土）・25（日）、10/8（土）・23（日）
 9：00～11：30

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　9/27（火）、10/25（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）
　　　　　　　　　　　　

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　9/20（火）、10/18（火）9：15～13：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

蔵
ま
ち
に
椅
子
の
激
走
音
響
く

い
す
―
1
G
P
奥
州
え
さ
し
大
会

▲選手たちはスピードを出しやすい後ろ向きで走った

　

江
刺
区
の
中
町
商
店
街
で
7
月
2
日
、
「
い
す
―

1
G
P
（
イ
ス
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
）
奥
州
え
さ
し
大

会
」
（
岩
谷
堂
商
店
街
連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
1
周
1
8
0
㍍
の
コ
ー
ス
を
1
チ
ー
ム
3

人
が
交
代
で
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
事
務
椅
子
で
走
り
、

2
時
間
で
何
周
で
き
る
か
競
う
耐
久
レ
ー
ス
に
、
県

内
外
か
ら
30
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
走
る
の
は
見
た
目
以
上
に
体

力
が
必
要
で
、
初
め
は
笑
顔
だ
っ
た
選
手
も
次
第
に

疲
労
の
色
が
あ
ら
わ
に
。
そ
れ
で
も
全
力
で
コ
ー
ス

を
周
回
し
続
け
る
真
剣
な
様
子
に
、
観
客
か
ら
は
大

き
な
声
援
や
拍
手
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ら
れ
ま
し
た
。

96
周
で
優
勝
し
た
「
T
E
A
M
奥
州
で
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ぽ
ん
」

は
奥
州
金
ケ
崎
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
の
消
防
士

チ
ー
ム
。
髙
橋
龍
之
介
さ
ん
（
23
）
は
「
日
々
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
ま
も
の
で
す
」
と
勝
因
を
語
り
ま

し
た
。

先
日
、
青
少
年
育
成
環
境
美
化
活

動
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た

（
10
、
11
㌻
参
照
）
。

日
ご
ろ
か
ら
運
動
不
足
の
私
。
ご

み
袋
片
手
に
、
四
方
に
分
か
れ
て
散

ら
ば
っ
て
い
く
み
な
さ
ん
の
写
真
を

撮
ろ
う
と
走
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
!

こ
ん
な
と
き
、
普
段
体
を
鍛
え
て

い
た
ら
、
き
っ
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ

く
取
材
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
い
つ

か
運
動
し
よ
う
、
い
つ
か
…
。
あ

ら
?
少
し
前
の
こ
の
欄
で
も
似
た
こ

と
を
言
っ
た
よ
う
な
。 

　
　（
岡
）

市 度
市
内
各
地
の
お
も
し
ろ
い
話
題

や
魅
力
を
発
信
す
る
「
掛
川
市
市

民
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
。
平

成
28
年
度
は
６
人
に
委
嘱
さ
れ
、

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
は
今
年
で
３
年
目
。
20

〜
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層

が
、
地
域
の
話
題
を
市
民
目
線
で

掘
り
起
こ
し
、
写
真
や
動
画
を
投

稿
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
地
域
の
話
題
や
イ
ベ
ン
ト

を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

投
稿
さ
れ
た
記
事
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
観
光
的
な
要
素
の
あ

る
記
事
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
掛

川
観
光
ホ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ン
バ
ー
】
足
立
章
江
さ
ん

（
下
垂
木
）
、
内
山
杏
さ
ん
（
下

垂
木
）
、
佐
藤
典
雄
さ
ん
（
倉

真
）
、
鈴
木
さ
え
こ
さ
ん
（
大

渕
）
、
戸
塚
順
一
さ
ん
（
山

崎
）
、
松
下
文
香
さ
ん
（
中
）

きんじろうくん
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市
役
所
東
隣
に
位
置
す
る
掛
川
事

業
所
は
、
今
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
支
え
る
I

C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
機
器
の
開

発
・
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
44
年
に
静
岡
日
本
電
気
と
し

て
創
業
。
平
成
13
年
の
社
名
変
更
を

経
て
、
平
成
26
年
7
月
に
N
E
C
系

列
4
社
が
統
合
し
た
現
在
の
形
に
な

り
ま
し
た
。
本
社
は
東
京
で
、
掛
川

事
業
所
の
従
業
員
数
は
約
千
人
。
主

力
商
品
は
、
ル
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
で
す
。

特
長
は
、
事
業
所
内
で
開
発
か
ら

発
送
ま
で
を
完
結
し
て
い
る
こ
と
。

「
通
信
事
業
者
の
在
庫
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
ル
ー
タ
の
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ

ム
に
加
え
て
、
レ
ン
タ
ル
機
器
を
回

収
後
に
工
場
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

取
り
組
み
は
、
全
国
で
も
こ
の
事
業

所
の
み
。
数
々
の
環
境
表
彰
を
受
賞

す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
」

と
人
事
総
務
部
の
馬
渕
俊
弘
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
に
こ
や
か
に
語
り
ま
す
。

ま
た
、
家
電
量
販
店
で
販
売
さ
れ

て
い
る
ル
ー
タ
は
、
高
度
な
ア
ン
テ

ナ
技
術
を
駆
使
し
て
高
速
通
信
を
可

能
に
す
る
な
ど
し
、
業
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
シ
ェ
ア
30
%
以
上
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
ル
ー
タ
に
N
E
C
の

マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
掛
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で

生
産
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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▲自慢の通信機器を手にする野村護所長と茶きんちゃん

原野谷川で水生生物調査　石川喜隆さん
（緑ヶ丘）

原
野
谷
川
の
水
生
生
物
を
採
取
し
、

水
質
を
調
べ
て
環
境
へ
の
理
解
を
深

め
る
「
親
子
水
生
生
物
教
室
」
で
、

長
年
講
師
を
務
め
る
の
は
、
今
年
で

80
歳
を
迎
え
た
石
川
喜
隆
さ
ん
。

元
中
学
校
教
諭
で
理
科
を
教
え
て

い
た
と
い
う
石
川
さ
ん
が
、
最
初
に

講
師
の
依
頼
を
受
け
た
の
は
、
退
職

か
ら
1
年
後
の
平
成
7
年
。
微
生
物

の
働
き
や
、
水
生
生
物
か
ら
川
の
水

質
を
学
ぶ
講
座
「
わ
ん
ぱ
く
水
の
探

偵
団
」
が
始
ま
り
で
、
以
来
、
新
市

合
併
後
に
今
の
親
子
参
加
型
の
教
室

へ
形
を
変
え
て
も
、
継
続
し
て
講
師

を
務
め
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
8
月
に
6
組
の
親
子
と

「
は
ら
や
親
水
公
園
」
内
で
調
査
を

実
施
。
4
段
階
評
価
で
最
高
の
水
質

に
住
む
と
い
う
ナ
ミ
ウ
ズ
ム
シ
や
ト

ビ
ケ
ラ
な
ど
の
生
息
を
確
認
し
た
そ

う
で
す
。
「
講
座
を
始
め
た
当
時

は
2
番
目
の
『
や
や
き
れ
い
な
水
』

判
定
。
10
年
前
ま
で
は
ト

ビ
ケ
ラ
な
ど
の
生
物
を
ほ

と
ん
ど
見
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
水
質
が
改
善
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

「
家
庭
か
ら
出
る
雑
排

水
が
川
の
水
の
汚
れ
の
大

き
な
原
因
の
一
つ
だ
と
い

う
こ
と
を
子
ど
も
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
石
川
さ
ん
。

「
身
近
な
生
き
物
を
通
じ
て
、
子
ど

も
の
う
ち
に
水
質
へ
の
関
心
が
高
ま

れ
ば
、
大
人
に
な
っ
て
も
き
れ
い
な

水
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
と
願
っ
て
い
ま
す
」
。

こ
れ
ま
で
受
講
し
た
子
ど
も
は
延

べ
8
0
0
人
以
上
。
体
が
動
く
間
は

講
師
を
続
け
て
い
き
た
い
と
、
充
実

感
を
に
じ
ま
せ
る
石
川
さ
ん
の
思
い

と
と
も
に
、
水
へ
の
高
い
意
識
が
市

民
に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼原野谷川で水生生物を調べる
　参加者と石川さん（右）

民目線で各地の話題を提供
 市民広報レポーター制

ふ
み

も
も

え

あ
や
か

市民レポーターのジャケット
や腕章が目印！取材にご協力
ください。

市民広報レポーター
のページ

企画政策課（☎21-1128）

27 26KOHO  KAKEGAWA  2016.9



広
報
 か
け
が
わ
  平

成
28年（

2016）9月
発
行
 掛
川
市
役
所（
〒
436-8650 掛

川
市
長
谷
一
丁
目
1番
地
の
1）

編
集
 企
画
政
策
課
秘
書
広
報
室

 
（
☎
0537-21-1128・FAX0537-21-1167）

「
広
報
か
け
が
わ（
音
声
版
）」を

ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

広告


